
費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

03款 民生費

 01項 社会福祉費　　  

  01目 社会福祉総務費

821,440,925円

○地域福祉計画策定事業 円

　　地域福祉計画策定懇話会やパブリック･コメントの意見などを参考に、

　第4次三島市地域福祉計画を策定した。

○生活困窮者自立支援事業 円

　　自立相談支援事業及び住居確保給付金の給付、任意事業である就労準

　備支援事業、一時生活支援事業、子どもの学習･生活支援事業を行った。

　・自立相談支援事業

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　三島市生活支援センターへの相談件数が急増したため、相談支援員を

　　4人から5人に増員した。

　　　新規相談件数　728件

　・住居確保給付金

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　収入減少等の理由により住居を失う恐れが生じている方への支援のた

　　め、支給対象者の拡大や支給期間の延長等を行った。

　　　支給世帯数　81件(407カ月分)　　支給額　15,426,400円

○成年後見制度利用促進事業 円

　　後見人の業務を適正に行うことができる人材の育成及び活用を図るた

　め、弁護士や司法書士などの資格は持たないものの社会貢献への意欲や

　適性のある一般市民の中から、成年後見制度に関する一定の知識･姿勢

　を身に付けた後見人の候補者を育成し、同制度の利用を促進させる中核

　的な機関を三島市社会福祉協議会への委託により設置した。

○国・県支出金を伴う事業費補助金（介護保険課） 円

　・社会福祉施設整備費等補助金 円

　　災害発生時に自力での避難が困難な方が多く利用する高齢者施設の防

　　災･減災対策に係る費用を支援し、利用者の安全･安心の確保を図った。

　　　補助件数　1件　　施設名　グループホームみのり

≪令和元年度繰越明許費≫

　・社会福祉施設整備費等補助金 円

○市単独事業費補助金（福祉総務課） 円

　・地域福祉推進事業費補助金 円

　　三島市社会福祉協議会が実施する福祉活動事業、ボランティア活動指

　　導調整事業、福祉総合相談事業及び権利擁護事業の推進のために事業

　　費を支援し、活動基盤の強化を図った。

施設整備費及び開設準備
経費補助

施設整備費及び開設準備
経費補助

42,831,000

50,382,000

小規模多機能型居宅介護
みのり

グループホームみのり
天神原

そ の 他

821,440,925 542,653,279 278,787,646

3,741,544

53,728,457

16,361,976

36,165,145

34,300,000

93,983,000

770,000

93,213,000

施　設　名 補助金額 事    業    概    要

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債

合　計 93,213,000

(単位　　円) 

(単位　　円) 

-51-



費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○令和2年度繰越明許費

　・緊急食料支援事業

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　新型コロナウイルス感染症の陽性者等で自宅療養を要請された方のう

　　ち、親族等の援助者がおらず、療養中の食料の調達が困難な方に対し

　　給食サービスを提供する事業であるが、感染症の終息が見込めない状

　　況から、令和3年度も引き続き事業を実施するため繰越明許とした。

　　　　繰越額　410,000円

  02目 身体障害者福祉費

35,066,200円

○在宅支援事業 円

　・ガイドヘルパー派遣事業 円

　　外出時に付き添いを必要とする1･2級の視覚障がい者に対し、ガイド

　　ヘルパーを派遣した。

　　　ガイドヘルパー登録者数　2人　　利用者数　1人

　　　派遣回数　19回　　総派遣時間　50.5時間

　・身体障害者相談事業 円

　　身体障害者相談員11人により、身体障がい者の生活相談等更生援護を

　　行った｡

　　　相談件数　140件

　　　協力業務　延べ　942件

○障害者手当等給付事業 円

　・重度障害者福祉手当(経過措置)

　　昭和61年3月31日で原則的に廃止されたが、それ以前に受給資格を得

　　ている人で、障害基礎年金を受給できない等の一定の条件を満たす重

　　度の障がい者に対して支給した。

　　　支給総額　356,760円　　　支給者　2人

　　　月額　14,790円→14,880円(令和2年4月改定)

　・特別障害者手当

　　在宅で、著しく重度の障がいを有し、日常生活において常時介護を要

　　する20歳以上の障がい者に対して支給した。

　　　支給総額　26,259,050円　　支給者　88人

　　　月額　27,200円→27,350円(令和2年4月改定)

　・障害児福祉手当

　　在宅で日常生活において常時介護を要する20歳未満の障がい児に対し

　　て支給した。

　　　支給総額　7,358,040円　　支給者　45人

　　　月額　14,790円→14,880円(令和2年4月改定)

○市単独事業費補助金

　・身体障害者自動車運転免許取得費補助金 円

　　身体障がい者の自立支援のため、必要な自動車運転免許取得費用の一

　　部を支援した。

200,000

25,796,907 9,269,293

343,320

72,720

270,600

34,103,180

特　　定　　財　　源
一 般 財 源決　算　額

国・県支出金 市 債 そ の 他

35,066,200

(単位　　円)

-52-



費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  03目 知的障害者福祉費

10,801,982円

○在宅支援事業 円

　・知的障害者相談事業

　　知的障害者相談員3人により、知的障がい者の生活相談等更生援護を

　　行った｡

　　　相談件数　49件　　

○その他負担金 円

　・心身障害者扶養共済制度事業

　　障がい者の保護者が毎月掛金を納入し、万が一保護者が死亡または重

　　度障がいになった場合、障がい者に毎月20,000円(1口)の年金を支給

　　する制度に従い事務を行った。

　　　加入者  25人  共済掛金　1,937,560円 　

 　 　受給者  29人  共済年金　7,440,000円 

  04目 老人福祉費　　　　 

 

167,101,899円

○介護予防支援事業 円

　　要支援と認定された人または事業対象者を対象に、介護予防サービス

　計画書を作成し、介護予防サービス等を利用することで、生活機能の維

　持･向上を図り、在宅生活が継続できるよう支援した。また、週5日勤務

　の介護予防プランナーを1人雇用し事業の安定化を図るとともに、事業

　の一部を指定居宅介護支援事業者に委託した。

　　　介護予防支援業務委託 円

　　　介護予防ケアマネジメント業務委託 円

　・指定介護予防支援事業所における新型コロナウイルス感染症緊急対策

　　　　　　　 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　感染症対策を徹底した介護予防サービス等の提供及び事業所の環境整

　　備に必要な物品や備品を購入した。

○高齢者くらし相談事業 円

    高齢者くらし相談室(街中ほっとサロン)で、高齢者やその家族等に悩

  みごとや困りごとを気軽に相談できる場所を提供した。

　　　開所日数　282日　来所者　6,010人

○老人福祉推進事業 円

　・居場所・サロン支援金 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　市内で活動している居場所･サロンなど、住民主体の通いの場に対し、

　　活動再開及び継続のための衛生管理費用として、1団体当たり5万円の

　　報償金を支給した。

　　　支給団体数　110団体

167,101,899

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

1,377,345

73,800

9,377,560

決　算　額
特　　定　　財　　源

市 債

12,453,647 135,388,252

12,651,301

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

国・県支出金

19,260,000

4,646,400

3,292,600

7,108,878

8,383,254

5,500,000

そ の 他

10,801,982 47,077 9,377,560

349,781

決　算　額

(単位　　円) 

(単位　　円) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・オンラインを活用した高齢者相談支援事業 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　高齢者の健康状態確認のための非接触型の機器を購入するとともに、

　　オンライン環境を整備し、｢新しい生活様式｣を踏まえた訪問や面接、

　　会議の開催など、高齢者を切れ目なく支援する相談体制を整備した。

　・認知症高齢者等個人賠償責任保険 円

　　認知症等の方が安心して暮らせるよう、日常生活で起こした事故によ

　　り負った損害賠償について、これを補償する保険へ加入した。

　　　加入者数　44人　保険料　49,200円

　・寿大学事業

　　超高齢社会に入り、老人クラブ活動の役割は大きいことから、老人ク

　　ラブのリーダー育成と生涯学習の一環として、三島市老人クラブ連合

　　会に寿大学事業を委託した。

　　　講座回数　11回　参加者　135人　委託料　600,000円

　・緊急通報システム事業

　　在宅のひとり暮らし老人等に、緊急通報用の機器を貸与し不安の解消

  　を図るとともに、自宅での突発事故など緊急時の即応体制を整えた。

　　　年度末利用台数　78台

　　　緊急通報端末機器保守委託 円

　・訪問理美容サービス事業

　　寝たきり等で外出が困難な高齢者のために、理美容師が自宅まで出張

　　し、サ－ビスを行った。　　

　　　利用件数　37件　委託料　56,499円　

　・老人福祉電話扶助事業

　　電話を保有していない在宅のひとり暮らし老人等に、電話を貸与する

　　ことで、孤独感を和らげるとともに、安否確認等を行ったほか、生活

　　保護世帯に対しては、基本料金を扶助した。

　　　利用台数　 1台

　　　基本料金扶助　17,071円

　・高齢者はり、灸、マッサージ治療費扶助               

  　要介護度1以上の者を常時介護している者に、1人6枚の治療助成券

　　(1枚につき1,000円の助成)を交付した。

　　　利用件数　133件　扶助額　133,000円

　・外国人高齢者福祉手当事業

  　老齢福祉年金等の対象者とならない無年金の外国人高齢者に対し福祉

  　の増進を図るため、昭和6年4月1日以前に出生し、三島市に1年以上外

  　国人登録した永住者に1カ月10,000円を支給した。

　　　支給人員　3人  支給額　360,000円

　・寝具類クリーニング費扶助事業

　　在宅で暮らす75歳以上の高齢者世帯等の衛生面強化のために、寝具類

　　のクリーニング費用の一部を助成した。

　　　利用件数　7件  扶助額　22,680円

○高齢者保健福祉計画等策定事業 円

　　高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画を策定するため、介護保険

　サービス見込量の分析、介護保険料の算出、計画書の作成等を行った。

　　　高齢者保健福祉計画等策定業務委託 円

3,305,060

3,300,000

813,974

49,200

830,830
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○三島市高齢者いきがいセンター管理運営事業 円

　　三島市高齢者いきがいセンターにおいて、高齢者の就業機会を確保す

　るための情報の収集及び提供、高齢者の就業に必要な知識及び技能の講

　習等を行った。

　・委託

　　　研修室等利用回数　494回　　延べ利用者数　2,411人

　・エアコン改修修繕 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　新型コロナウイルス感染症対策のため、研修室のエアコンを空気清浄

　　機能が付いたものへ改修した。

○生きがい教室事業 円

　　高齢者に対して、学校の余裕教室を利用して交流の場や各種サービス

　を提供することによって、社会的孤独感の解消･自立生活の助長及び介

　護予防に努めた。

　　　生きがい教室(西小学校･東小学校･南小学校･中郷小学校･錦田小学校)

　　　　延べ利用者　10,124人

　　　　委託料　18,521,000円

○介護保険関連事業 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　新型コロナウイルス感染症の予防と感染拡大防止策に取り組み、引き

　続き事業を実施している介護サービス事業者に対して支援金を支給した。

　　　支給団体　58法人

○三島市北上高齢者すこやかセンター管理運営事業 円

　　高齢者を対象に、心身の健康保持及び教養の向上を図るための交流の

　場や各種サービスを提供し、社会的孤独感の解消･自立生活の助長及び

　介護予防に努めた。

　・委託

　　　総利用者数　5,862人　　生きがい教室延べ利用者数　5,189人

○高齢者バス等利用助成事業 円

　  高齢者の社会参加と公共交通機関の利用促進を図るため、バス等の乗

　車料金の一部を助成し、高齢者の外出支援を行った。

  　　対象者数　 26,230人　　利用人数　  12,030人　

　　　利用件数　222,692件　　扶助額　22,269,200円

○国・県支出金を伴う運営費補助金

　・老人クラブ補助金 円

　　高齢者の生きがいと健康増進のため、各種文化活動、スポーツ大会を

　  行っている老人クラブに対し、運営費の一部を支援した。　　　　　

　　　単位クラブ　3,406,000円　連合会　705,000円

　　　令和3年3月31日時点　クラブ数　49クラブ

　　　加入率5.9％(会員数2,300人/60歳以上人口38,693人)

1,694,000

事　業　概　要

高齢者いきがいセンター指定管理
委託(R元-R5債務負担行為)

[10,290,000]
2,040,000

施設の管理運営業務

債務負担行為設定事業については、上段［　］全体事業費、下段 本年度事業費

9,100,000

事　　業　　名 事 業 費 事　業　概　要

北上高齢者すこやかセンター指定
管理委託(H30-R4債務負担行為)

[45,455,000]
9,127,000

施設の管理運営業務

債務負担行為設定事業については、上段［　］全体事業費、下段 本年度事業費

20,373,242

9,129,056

4,111,000

3,749,743

26,009,260

事　　業　　名 事 業 費

(単位　　円) 

(単位　　円) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○国・県支出金を伴う事業費補助金

　・社会福祉法人利用者負担軽減制度事業費補助金 円

　　介護保険サービスの提供を行う社会福祉法人で、法人自身の負担によ

　　り、生計困難な低所得者の利用者負担の軽減を行う法人に対し事業費

　　の一部を支援した。

　　　法人数　4法人　補助対象者数　20人　　

○市単独事業費補助金（福祉総務課）

　・緊急通報装置設置費補助金　　 円

　　ひとり暮らし高齢者等が住み慣れた地域で安全に安心して日常生活を

　　営むことができるよう支援するため、緊急通報装置の設置等に要した

　　費用の一部を支援した。

　　　利用件数　3件

○市単独事業費補助金（介護保険課）

　・介護職員初任者研修費等助成事業費補助金 円

　　市内の介護施設等における介護人材の確保･充実を図るため、介護職

　　員初任者研修等を終了し、現在も継続して介護施設等で働いている者

　　を対象に研修に要した経費の一部を支援した。

　　　対象者数　4人

○市単独事業費補助金（地域包括ケア推進課）

　・シルバー人材センター補助金 円

　　高齢者の生きがい対策の一環として、豊かな経験知識と能力を活用す

　　るなかで｢社会参加、健康の増進、収入の確保｣を図ることを目的に事

　　業を実施した三島市シルバー人材センターに対し、事業費の一部を支

　　援した。

　　　登録者数　680人　受注件数　2,550件

  05目 老人保護費

64,859,769円

○老人保護事業 円

  　65歳以上で環境上･経済上の理由により、在宅での生活が困難な高齢

　者に対し、養護老人ホーム4園への入所措置を行った。

　　　令和3年3月31日現在:措置人数26人

　　　内訳:三島市14人、沼津市4人、小山町3人、伊豆の国市5人

  06目 養護老人ホーム費

108,186,820円

○養護老人ホーム管理運営事業 円

　　入所者が健康で生きがいを持ち、安心して生活が送れるように、適切

　な処遇、健康管理及び設備の充実等各種サービスの提供に努めた。

　・年齢別入所者数(令和3年3月31日現在)

454,780

0

36,420,080

175,180

75歳～79歳 80歳～84歳65歳～69歳

12,000,000

64,859,769

そ の 他

10,259,566 54,600,203

女

男 1

0 1 2 2 2 81.7

合計 1 0 4 4 4 14

85 歳 以 上 合計 平均年齢

10,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債

7

0 0 2 2 2 7

64,830,289

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

108,186,820

78.7

60歳～64歳

58,684,677

71,766,740

1 80.2

70歳～74歳区分

(単位　　円) 

(単位　　円) 

(単位　人、歳) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・主な委託

  07目 老人福祉センター　 

　　　 費

49,022,026円

○老人福祉センター管理運営事業 円

　  60歳以上の高齢者を対象に、各種相談に応じるとともに、健康の増進、

　教養の向上及びレクリエーションの場を提供した。

　・主な委託

　　　開館日数　244日、利用者数　32,799人

  08目 社会福祉会館費

17,420,992円

○社会福祉会館施設整備事業 円

　　社会福祉会館4階天井の雨漏り修繕等を実施した。

○社会福祉会館管理運営委託事業 円

　　社会福祉事業の振興と市民の福祉活動の育成･発展を目的とする社会

　福祉会館を効果的に運用するため、地域福祉活動の中心的役割を果たす

　三島市社会福祉協議会に、指定管理者として運営管理を委託した。

　・主な委託

　 ・利用状況

 

 

更生保護関係

社協関係

その他の利用

事　業　概　要

施設の管理運営業務

債務負担行為設定事業については、上段［　］全体事業費、下段 本年度事業費

事　業　概　要

施設の管理運営業務

債務負担行為設定事業については、上段［　］全体事業費、下段 本年度事業費

事　業　概　要

佐野楽寿寮における
給食調理等を実施

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

49,022,026 49,022,026

49,015,026

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

17,420,992

夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜

人員

昼

129 72 2,009 1,071

2 0 26 0

455,173 16,965,819

606,992

16,814,000

31

117 9,444

2,476 495 257

関係別
回数

合　計 857児童関係

民生委員関係 71 3 573 43 73 6 666 64

1,761

身障者関係 259 4 2,421 42

老人関係 66 1 1,273 46

関係別
回数 人員

[83,671,000]
16,814,000

事 業 費

[202,963,000]
37,616,078

事 業 費

老人福祉センター指定管理委託料
(H30-R4債務負担行為)

事　　業　　名

市立養護老人ホーム佐野楽寿寮
給食調理等業務委託

事　　業　　名

(単位　　円) 

(単位　　円) 

(単位　　円) 

(単位　　円) 

(単位　　円) 

(単位　回、人) 

17,425,320

事 業 費

社会福祉会館指定管理委託
(R元-R5債務負担行為)

事　　業　　名

-57-



費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  09目 障害福祉サービス

　　　 事業費

85,907,547円

○日中一時支援等事業 円

　　障がい者に日中の活動の場を提供することで、障がい者の家族の就労

　支援及び一時的な休息を図った。通常定員は10人だが、用途を考慮し緊

　急時は12人まで受入可能となるよう支援員を配置し対応した。

　　　利用者数　延べ1,962人(1日平均8.6人)

○佐野あゆみの里管理運営事業 円

　　生活介護事業所として、障がい者が自立した日常生活や社会生活を営

　むことができるように、個々の障害特性に合わせた個別支援計画を作成

　し、生活習慣の支援サービスの提供と生産活動やサークル等の余暇活動

　にかかる支援を行った。

　　　利用者数  29人(定員30人)令和3年3月31日現在

○事業所等災害ネットワーク事業 円

　　障がい者支援センター事業として委員会を開催し、発災時に事業所や

　当事者間で人的･物的に関する情報共有を行う｢安否確認システム｣ヘの

　加入者増加に努め、機関誌の発行、サポートガイドの作成等を行った。

　　　安否確認システム登録関係団体数　31団体　令和3年3月31日現在

  10目 援護費

1,272,618円

○援護事業 円

　　旅費欠者　 円

　　行旅病人の医療費 円

　　行旅死亡人の検案･火葬 円

　　引受人のない死亡者の検案･火葬 円

  11目 障害者施策推進事

　　　 業費

2,576,083,699円

○障害者施策推進事業 円

　・郵送による各種サービス等の受付

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　各種サービス事業について、窓口混雑による密集解消のため、申請や

　　交付事務等を郵送で行った。

　・障がい児(者)歯科診療事業 円

　　障がい者歯科相談医による、専門技術を必要とする障がい児(者)の歯

　　科治療体制を支援した。

　　　受診者　205人

　・ふれあい教室事業 円

　　障がい者にふれあいの場を提供し、各種教室で様々な指導を行い、障

　　がい者の能力向上と、参加者同士の交流を図った。

　　　おしゃべり会4回　延べ23人参加　ふれあい教室4回　延べ29人参加

国・県支出金 市 債 そ の 他

2,576,083,699 1,783,865,288 1,033,799 791,184,612

17,488,788

646,105

1,450,000

250,000

52件

市 債 そ の 他

286,462

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

52,515,212 33,392,335

7,047,313

38,603,432

17,950

1件 46,080

1件 156,030

5件

1,272,618 91,080 9,000

一 般 財 源

85,907,547

425,805

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金

決　算　額
特　　定　　財　　源

1,172,538

(単位　　円) 

(単位　　円) 

(単位　　円) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・障がい者雇用相談員事業 円

　　障がい者の雇用に関する相談･助言･指導を行うとともに、企業及び事

　　業所へ訪問し、障がい者雇用の協力と連絡調整を行った。

　　　雇用相談員数　1人　　件数　114件

　・難病患者介護家族リフレッシュ事業 円

　　在宅の難病患者に対し、滞在型の訪問看護を実施するための費用の一

　　部を支援することにより、当該患者の介護に従事している家族の介護

　　負担の軽減を図った。

　・障害福祉サービス事業者支援金事業 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　感染症対策に取り組み、継続して障害福祉サービスの提供を行ってい

　　る事業者に対し、支援金を支給した。

　　　市内1事業所のみ　 支援金額100,000円　29施設

　　　市内複数事業所　　支援金額200,000円　10施設

○障害者認定調査審査会等事業 円

　　国指定の特定疾患患者を含む障がい者を対象に、福祉サービス利用に

　必要な障害支援区分認定のための調査及び審査会による判定を行った。

　　　障害支援区分判定審査会　委員　5人　開催回数　12回

　　　審査件数　170件　

○地域生活支援事業 円

　・手話通訳者設置事業 円

　　障がい福祉課内に手話通訳者を設置し、聴覚障がい者、音声･言語機

　　能障がい者及びその家族、市民への支援や情報の提供のほか、関係機

　　関との連絡調整などを行った。　　

　・手話通訳者派遣事業 円

　　聴覚障がい者、音声･言語機能障がい者の意思疎通の手段として手話

　　通訳者を派遣した。

　　　派遣回数　183回　総派遣時間　322.0時間

　・要約筆記者派遣事業 円

　　聴覚障がい者、音声･言語機能障がい者の意思疎通の手段として要約

　　筆記者を派遣した。

　　　派遣回数　41回　総派遣時間　189.5時間

　・入浴サービス事業 円

　　在宅の重度身体障がい児(者)に対し、入浴車や簡易移動浴槽による入

　　浴サービスを行った｡

　　　利用者数　8人　総利用回数　362回

　・食事サービス事業 円

　　在宅の単身又はこれに準ずる身体障がい者に対し、昼食を配達するこ

　　とにより、障がい者の食生活の改善と安否の確認を行った。

　　　利用者数　在宅単身者1人　総配食数　96食

　・自立支援協議会事業 円

　　障がい者が住み慣れた地域で、安心して生活できる社会の実現を目指

　　し、包括的な個別支援を地域で行うために、必要な関係者が連携して

　　支援を図ることを目的とし、事務の委託を行った。

5,430,000

31,200

2,500,000

450,000

11,952

4,900,000

障害者総合支援法の改正による、障害
福祉サービスの報酬改定等に伴うシス
テムの改修整備

82,444,592

2,995,435

1,013,189

430,566

事　業　名 事　業　費 事　業　概　要

障害福祉サービスシステ
ム改修業務委託

4,600,000

12,707,442

(単位　　円) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・重度心身障害児(者)日常生活用具給付状況

　・移動支援事業費扶助 円

　・日中一時支援事業費扶助 円

○自立支援給付等事業 円

　・介護給付費

　　障がい者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、

　　次のとおり福祉サービスの提供を行った。

自立生活援助

9 424,230

在宅療養等
支援用具 0 15 574,410 15 574,410

情報･
意思疎通
支援用具

2

7

470,406,553 3,324

就労定着支援 920,645 29

共同生活援助        114,936,391 840

85,928 3

計画相談支援 27,920,198

居宅介護　            89,410,242 1,440

重度訪問介護　   　

地域相談支援

103,443,023 161

同行援護 8,207,145 189

行動援護　　　   　　 18,013,079 173

療養介護

区　分
障がい児 障がい者 合　　　　計

件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

高額障害福祉サービス費 596,554 9

951,226

2,772,126

排泄管理
支援用具 298 3,036,222 1,993 18,302,014 2,291 21,338,236

住宅改修費 0 0 1 99,000 1 99,000

合計 302

155

施設入所支援        161,314,901 1,234

3,229,326 2,132 22,221,376 2,434 25,450,702

28,438,613

自立訓練(機能訓練)  

1,959

合　　計 1,792,421,461 15,611

262,230

区　　分
令和2年3月～

令和3年2月実績
延べ利用者数

9,888,068

0

2,339,916,133

25,315,900 96

生活介護　           550,794,677 2,965

22,547,614 135

就労移行支援　       37,036,903 187

就労継続支援A型   　 128,606,495 830

就労継続支援B型　   

自立訓練(生活訓練)  

0

2 162,000

短期入所            

特定障害者特別給付費 22,025,919 1,830

0

介護･訓練
支援用具 0 4 242,700

31,104 112 2,741,022 114

14,471,810

0 4 242,700

自立生活
支援用具

(単位　件、円) 

(単位　円、人) 

52
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・補装具交付･修理の状況

障

が

い

児

障

が

い

者

　・更生医療給付費　 円

　　　支給認定者数　87人

　　　レセプト件数　1,177件

　・障害児通所給付費

　　障がい児に対して、個々の特性に応じた支援が提供されるよう、福祉

　　サービスの提供を行った。

障害児相談支援

その他

　・療養介護医療費 円

義肢 2 1,335,606

2

62 9,548,715 43 2,509,589

補聴器 22

81 15,557,849 53 3,561,897

その他 3 219,822 1 26,730 4 246,552

小計 19 6,009,134 10 1,052,308 29 7,061,442

金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

義肢 0 0

5 722,642 8

1,262,954

134 19,119,746

0 0 0 0

装具 2 193,117

7,401,706

12,058,304

合計

児童発達支援 91,952,633 1,093

放課後等デイサービス

8,692,325 530

区　　分
令和2年3月～

令和3年2月実績
延べ利用者数

小計

補聴器 2 325,401 2 46,278 4 371,679

車いす 3

105

高額障害児通所給付費 88,997 6

431,116,892 5,514

1,212,741

座位保
持装置 8 3,151,900

1,868,567

電動車
いす 1 972,969 1 239,772 2

3 1,202,739

その他 8 206,854

326,713,166 3,816

保育所等訪問支援 840,495 45

合　　計

2,829,276 24

1,028,094 1 174,645

49,852 17 1,312,806

4 2,379,339 11 817,202

6 572,284 8 1,907,890

装具 15

1,145,925

2

0 0 8 206,854

電動車
いす

区　分

交　　　　　付 修　　　　　理 合　　　　計

件　数

1,492,523 5 67,434 27 1,559,957

車いす 9 1,843,345 18 828,172 27 2,671,517

0 0 8 3,151,900

16,886 3 210,003

15 3,196,541

座位保
持装置

64,450,767

1

(単位　円、人) 

(単位　件、円) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○相談支援事業 円

　・相談支援基礎的事業 円

　　障がい児(者)が地域で自立した日常生活や社会生活を営むことができ

　　るように、障がい児(者)や保護者からの相談に応じた。

　　　相談支援事業所　7事業所

　・相談支援機能強化事業 円

　　専門職員を配置し、基礎的事業とともに障がい児(者)の社会参加の促

　　進や困難ケースへの対応を行った。

　　　相談支援事業所　3事業所　　

○障がい者虐待防止対策事業 円

　　障がい者虐待の防止や早期発見を目的に、三島市障がい者虐待防止相

　談窓口を設置し、障がい福祉課の職員による24時間対応の支援体制をと

　るとともに、迅速な保護が必要な障がい者虐待案件について、緊急的に

　一時保護できる居室を確保し、被虐待者の人権保護及び福祉の向上を

　図った。

○障害者計画等推進事業 円

　　令和3年度から令和5年度を計画期間とする、第6期三島市障害福祉計

　画･第2期三島市障害児福祉計画について、助言、提案、指標収集、指標

　集計、分析等の業務を委託し計画を策定した。

○国・県支出金を伴う事業費補助金

　・障害者自発的活動支援事業費補助金 円

　　障がい者当事者の視点による街づくりや権利擁護の推進等、障がい者

　　やその家族、地域住民が自発的に行う活動に対して事業費の一部を支

　　援した。

　　　補助対象団体　1件

○市単独事業費補助金

　・共同生活援助家賃補助金 円

　　地域生活への移行を促すため、グループホームに入所している非課税

　　世帯に属する人の家賃の一部を支援した。　　

　　　給付者数　16人　 　

  12目 精神障害者福祉費

166,200円

○在宅支援事業 円

　・精神障害者相談事業

　　在宅の精神障がい者に対し、日常生活や社会復帰に関する相談、在宅

　　福祉サービスの利用援助などの支援を行い、地域における生活の支援

　　や社会参加の促進を図った。

　　　相談員 2人

　　　相談件数 19件

41,811,534

20,650,000

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

国・県支出金 市 債 そ の 他

166,200 166,200

49,200

15,234,000

712,351

1,780,366

500,000

660,500

決　算　額

(単位　　円) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  13目 総合福祉手当費

284,246,036円

○総合福祉手当等の支給

 

  14目 養護老人ホーム

       整備基金積立金

4,265円

○積立金の状況

20,0001人360,000
母子世帯等中学校卒業者
就職祝金

1,976150,975,190
重度心身障害児者
医療費扶助

50,0001人6カ月延べ38819,400,000
在宅寝たきり老人等
介護者手当

1人 30,000

延べ129

令 和 ２ 年 度
寄 附 に よ る 積 立 額

令 和 ２ 年 度
運用利子による積立額

令 和 ２ 年 度
取 崩 額

令 和 ２ 年 度 末
基 金 現 在 高

56,774,080 4,265

延べ541

6 1人 30,000

20,000

重度心身障害者援護金 39,870,000

市 債 そ の 他

284,246,036 82,737,517 201,508,519

区　　　　分 支 給 総 額

一 般 財 源
国・県支出金

21,020,000
1,942 77歳･88歳 10,000

3,141

1人(身体1～2級、
療育 A判定、精神
保健1級)

15,000

1人(身体3～4級、
療育 B判定の一
部、精神保健2級)

10,000

難病患者見舞金 5,655,000 377 1人 15,000

180,000

母子世帯等小学校入学祝金

支給者数 支 給 単 価

敬老祝金

母子世帯等高校進学祝金 2,480,000 124

精神障害者医療費扶助 1件(限度額) 15,0008,043,123

母子世帯等医療費扶助 15,540,723 983

4,265 0

令 和 元 年 度 末
基 金 現 在 高

4,000

国・県支出金

20,000

重度重複障害者介護者手当

延べ3,368

1人6カ月

身体障害者結婚祝金 60,000

重度心身障害児福祉手当 13,472,000

1人

交通遺児等扶養手当

32 100歳

4,155,667 52,622,678

50,000

1,040,000 52

6,450,000

1人

2

50,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

(単位　　円) 

(単位　　円) 

特　　定　　財　　源

1人1カ月

4,265

決　算　額 一 般 財 源
市 債 そ の 他

(単位　　円) 

 (単位　円、人) 

-63-



費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  15目 福祉基金積立金

7,043,168円

○積立金の状況

  18目 生活資金等貸付

       基金繰出金

752,724円

○生活資金等貸付基金繰出金

　　定額の資金を運用するための基金である生活資金等貸付基金による貸

　付金について、借受人の死亡等により回収不能となった貸付金10件の不

　納欠損処分に伴い、基金の定額が減少することから、規定に基づき一般

　会計より補てんした。

 02項 児童福祉費

  01目 児童福祉総務費

2,572,031,608円

○障害児支援事業 円

　・心身障害児者ライフサポート事業 円

　　療育手帳の交付対象とならない発達障がい児(者)に対しサービス提供

　　を行い、自立と社会参加の促進を図った。また、療育手帳所持者に対

　　して、障害者総合支援法におけるサービスを補完するものとして実施

　　した。　　

　　　ヘルパー派遣 　　          52,200円

　　　　実利用者数　 2人　　　 総派遣時間　　 30.0時間

　　　デイサービス                4,800円

　　　　実利用者数　 1人　　　 総利用時間      4.5時間

　　　ショートステイ 　    　   220,150円

　　　　実利用者数　10人　　   総利用時間  　372.0時間

　・軽度･中等度難聴児補聴器購入費扶助事業 円

　　　　支給者　　　 3人

○子育て支援センター事業 円

　　子育て支援のための拠点として、三島市本町タワービル4階の公益ス

　ペースで、地域子育て支援センター、短時間保育の事業を実施した。

　・三島市本町子育て支援センター事業

　・子育て支援センター感染症対策用物品等の購入 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　感染症対策として、空気清浄機2台、サーキュレーター2台、消毒液等

　　を購入し、本町子育て支援センターに設置した。

1,055,978

短時間保育 育児
相談
(人)

稼動
日数
(日)大人 子ども

市 債 そ の 他

合計(うち市外利用) 人数(人) 時間(H) 料金(円)

359 899 539,4003,911 4,163 8,074(0) 383

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

国・県支出金 市 債 そ の 他

2,572,031,608 1,774,707,695 7,600,000 1,759,799 787,964,114

491,394

一 般 財 源
国・県支出金

752,724

277,150

214,244

国・県支出金 市 債 そ の 他

7,043,168

決　算　額
特　　定　　財　　源

23,642,264

交流ひろば (人)

752,724

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源

決　算　額

256

(単位　　円) 

7,043,168 0

令 和 元 年 度 末
基 金 現 在 高

令 和 ２ 年 度
寄 附 に よ る 積 立 額

令 和 ２ 年 度
運用利子による積立額

令 和 ２ 年 度
取 崩 額

令 和 ２ 年 度 末
基 金 現 在 高

7,610,912 7,042,596 572 5,538,340 9,115,740

(単位　　円) 

(単位　　円) 

(単位　　円) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○ファミリー・サポート・センター事業 円

　・会員数905人(内訳:依頼会員629人、提供会員215人、両方会員61人)

 

○子ども・子育て支援推進事業 円

　　子どもの育ちと子育て家庭を支える地域社会を構築するため、子育て

　支援フェアやみしまめ育児サポーター派遣事業等を実施した。

○児童手当支給事業 円

　　児童手当法に基づき、児童手当を支給した。

　・児童手当支給状況

受給者数は7,312人(令和3年3月31日現在)

○児童扶養手当支給事業 円

　　18歳に達した最初の3月31日までの児童(障害年金2級程度の障がい児

　は20歳まで)を養育している母子等の世帯に手当を支給した。

○児童扶養手当臨時特別給付金給付事業 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　市内において児童扶養手当を受給している子育て世帯を追加で支援す

　るため、市独自の給付金として対象児童一人あたり20,000円を支給した。

　　　支給児童数　988人

○子育て世帯臨時特別給付金給付事業　　　 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　国の｢新型コロナウイルス感染症緊急経済対策｣により、子育て世帯を

　支援するため、児童手当本則給付の受給対象児童一人あたり10,000円を

　支給した。

　　　支給児童数　12,749人

3歳以上小学校修了前
第3子以降

10,082 151,230,000

722,710,00072,271
3歳以上小学校修了前
第1･2子

(単位　人、円) 

(単位　人) 

19,824,720

132,295,348

17,801 267,015,000

0から3歳未満(非被用者) 3,171

(単位　件) 

合　　計 5,211

676 106

区　　分 延べ児童数 支給額

133 649

1,163

その他(外出のため、学校等休業時の援助) 1,831

3,115,293

1,564,220,000

3,943,298

主な援助活動内容 件数

保育所･幼稚園の送迎 1,169

保育所･幼稚園の登園前、帰宅後の預かり 303

放課後児童クラブ終了後の子どもの預かり 42

放課後児童クラブの迎え 671

学校放課後の預かり 32

習い事等の援助

0から3歳未満(被用者)

特例給付 19,356 96,780,000

合     計 150,529 1,563,780,000

330,908,230

区 分
継続受給権者数 新規認定者数 資 格 喪 失 者 受 給 権 者 数

(A) (B) (C)

児 童 扶 養 手 当

中学生 27,848 278,480,000

(A)+(B)-(C)

47,565,000
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業　　　 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　国の第2次補正予算に基づき、子育てと仕事を一人で担う低所得のひ

　とり親世帯に対する支援を行うため、対象児童一人あたり50,000円(第

　二子以降は一人あたり30,000円)を支給した。

　　　支給児童数　2,555人

○ひとり親家庭等進学就学扶助事業 円

　　経済的な理由により大学等への進学が困難なひとり親家庭等の子に対

　し、その進学に必要な費用の一部を支援した。

　　　支給対象者　3人

○子育てコンシェルジュ設置事業 円

　　市役所、子育て支援センターや乳幼児の健診時等において、就学前の

　児童の預け先等に関する保護者からの相談に応じ、認可保育所、幼稚園

　や一時預かり事業などの情報を提供した。

   延べ相談件数　420件

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

○市単独事業費補助金（子育て支援課） 円

　

(単位　　円) 

(単位　　円) 

民間の児童館に対し、経費の一部を支援
　恵明コスモス児童センター
　開館日数　280日

子どもは地域の宝事業費
補助金

4,552,100
子どもは地域の宝事業を実施する自治会等
に対し、事業費の一部を支援
　実施自治会･町内会　83件

民間児童福祉施設事業費
補助金

432,000

112,936,227

600,000

自立支援教育訓練給付金
事業費補助金

161,283

ひとり親家庭の保護者に対し経済的な自立
に効果的な教育訓練講座を受講するための
費用の一部を支援
　支給対象者　3人

65,939,733

補助金名 補助金額 事業概要等

新型コロナウイルス感染
症対策臨時休業時利用料
助成金

10,200

【新型コロナウイルス感染症関連】
新型コロナウイルス感染症対策に伴う小学
校の臨時休業等の対応として利用したファ
ミリー･サポート･センター援助活動利用料
の助成
　支給対象者　1人

地域子育て支援拠点外
環境改善等事業費補助金

12,421,000

【新型コロナウイルス感染症関連】
新型コロナウイルス感染症拡大防止を図る
ために必要な衛生用品や備品購入費用等に
対する助成
　交付施設　28件

合計 65,939,733

15,057,100

民間児童館活動事業費
補助金

10,073,000

15,057,100

6,416,000

ひとり親家庭の保護者に対し経済的な自立
に効果的な資格(美容師等)を取得するため
の費用の一部を支援
　支給対象者　5人

高等職業訓練促進給付金
事業費補助金

民間の児童福祉施設の事業に対し、経費の
一部を支援
　恵明学園児童部･乳児部

合計

補助金名 補助金額 事業概要等

ファミリー･サポート･センターの援助活動
を利用したひとり親家庭の依頼会員に対
し、経済的負担の軽減を図るための利用料
の助成
　助成対象者　2人

児童福祉施設整備費
補助金

46,916,000

幼保連携型認定こども園への移行及び小規
模保育事業所の新設を行う法人に対し、そ
の整備に要する費用の一部を支援
　対象施設　しらゆり幼稚園
　　　　　　めぐみ保育園

ひとり親家庭子育てサ
ポート事業利用料助成金

15,250

2,531,635
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  02目 児童保育費

2,363,865,920円

○多子世帯の保育園保育料軽減

　　平成28年度より、生計を一にする兄弟がいる場合の保育園保育料につ

　いて、市独自の基準として第1子の年齢にかかわらず、第2子半額、第3

　子を無料とし、令和元年10月からは幼児教育･保育の無償化により、全

　3歳以上児の保育園保育料を無償とした。

○児童保育事業 円

　入所児童数 令和3年3月1日現在

 

 

 

 

 

○特別保育委託事業 円

　・地域子育て支援センター事業 円

　　地域全体で子育てを支援する基盤を整備するため、活動の中心となる

　　保育所を指定し、事業を委託した。

　　　実施施設　恵明保育園ほか10施設

　　　延べ利用者数　9,796人

　・病児保育事業 円

　　保育所に通所中の児童等が病気又は病気の回復期で、集団保育が困難

　　であり、かつ保護者が勤務等の都合により家庭での保育が困難な児童

　　を一時的に預かり、保育を行える施設を指定し、事業を委託した。

　　　実施施設　光ヶ丘小児科(ペンギン保育室)、民間保育所2園

　　　延べ利用児童数　298人

　・病児保育支払事務 円

　　函南平出クリニックで実施している病児保育事業を利用する三島市の

　　児童の受け入れに伴い、事務等を函南町に委託した。

　　　実施施設　函南平出クリニック(函南ペンギン保育室)   

　　　延べ利用児童数　147人

(単位　　円) 

58,112,000

1,577,604

525 498 11 97.0

若 葉 保 育 園 45

小    計 101.22,090 2,028 88

1,437,194,427 127,679,136 798,992,357

1,986,668,956

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

区　　　　　分

認定こども園(6園) 501 476 21 99.2

小規模保育事業(6園) 114 99

合     計 2,093

94,037,604

受託

市内

市 立 保 育 園 (6 園 )

106.2

42 0 93.3

私 立 保 育 園 (9 園 ) 905 913 48

定員
(人)

入所児童数(人)
入所率
(％)

市内

2,363,865,920

市外 委託契約保育園(28園) 65

8 93.9

34,348,000
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

(単位　　円) 

6,200

176,351,430

補助金名 補助金額 事業概要等

乳幼児保育事業費補助金 75,191,000

1･2歳児の保育を行う保育所等に対し、乳
幼児の適切な保育を確保するため、事業費
の一部を支援
　実施施設:保育所等15園、
　　　　　 広域入所施設11園

ひとり親家庭子育てサポート事業を行う保
育所に、事業費の一部を支援
　実施施設:保育所2園

実費徴収に係る補足給付
事業費補助金

95,980
低所得で生計が困難な世帯を対象に、実費
徴収額の一部を支援
　対象世帯:生活保護費受給世帯7世帯

保育体制強化事業費
補助金

6,000,000

保育士の負担を軽減し、保育体制の強化を
図るため、保育支援者を雇い職場環境を整
備する保育所等に対し経費の一部を支援
　実施施設:保育所等5園

保育環境改善等事業費
補助金

16,931,000

【新型コロナウイルス感染症関連】
新型コロナウイルス感染症拡大防止を図る
ため、保育所等における備品購入費等を支
援
　実施施設:保育所等21園

新型コロナウイルス感染
症拡大防止事業費補助金

14,446,000

【新型コロナウイルス感染症関連】
延長保育事業、一時預かり事業及び病児保
育事業を実施する保育所等が新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のために行う備品購
入費等を支援
　実施施設:保育所等14園

合  計 176,351,430

保育所等改修費等支援
事業費補助金

32,826,000

賃貸物件等により新たに小規模保育事業所
等を開設しようとする事業者に対し、改修
に必要な経費の一部を支援
　実施施設:小規模保育事業所2園

延長保育事業費補助金 5,869,000

保育時間の延長に対する需要に対応するた
め、通常の開設時間を超えて保育を実施す
る保育所等に、事業費の一部を支援
　実施施設:保育所等13園
　利用児童数:346人

一時預かり事業費補助金 11,856,250

就労形態の多様化に伴う一時的な保育や、
保護者の傷病等による緊急時の保育に対応
するための一時預かり事業を実施する保育
所等に、事業費の一部を支援
　実施施設:保育所等5園
　延べ利用児童数:2,810人

年度途中入所サポート
事業費補助金

13,130,000

年度途中に入所する0歳児または1･2歳児保
育のための保育士を年度当初から配置する
保育所等に、事業費の一部を支援
　実施施設:保育所等15園

ひとり親家庭子育て
サポート事業費補助金
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○市単独事業費補助金 円

  03目 市立保育所費

698,251,973円

○各保育園施設等整備事業 円

　　児童が保育園に通いやすい環境を整えるため、施設の修繕や備品の購

　入を行った。

　・保育園新型コロナウイルス感染症対策事業 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　保育園における感染症対策を行うため、空気清浄機、パーテーション

　　等を購入した。

○市立保育園一時預かり保育事業 円

    緊急的または一時的に保育が必要な児童を預かる事業を実施した。

　　　利用者数　392人

○市立保育園管理運営事業 円

　・市立保育園入所児童数　　　　(令和3年3月1日現在)

　・保育園新型コロナウイルス感染症対策事業 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　保育園における感染症対策を行うため、マスクや消毒液等の消耗品を

　　購入した。

　・給食における放射性物質検査 円

　　三島市内認可保育所15園及び認定こども園6園で提供している給食の

　　放射性物質検査を実施し、安全を確認した。

　　　測定物質　　セシウム134･137

13,770,883

7,255,610

緑町佐野保育園 60 59 98.3

(単位　　円) 

(単位　　円) 

　　　実施施設　市立保育園6園

299,593,040

区分

120

6,132,708

106,807,930

補助金名 補助金額 事業概要等

45 41 91.1

錦 田 保 育 園 120 133 110.8

青 木 保 育 園 90 92 102.2

光 ヶ 丘 保 育 園 90 79 87.8

合　　　計 525 509 97.0

323,400

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

国・県支出金 市 債 そ の 他

698,251,973 23,353,910 84,588,665 590,309,398

3,109,540

子育て家庭を支援するため、障害児保育事
業を実施する保育所に、事業費の一部を支
援
　実施施設:保育所等4園

民間保育所保育充実
補助金

103,698,390
民間保育所等の運営の充実を図り、職員の
処遇改善のための事業費の一部を支援
　実施施設:保育所等15園

106,807,930

決　算　額

5,946,171

定員(人) 入所者数(人) 入所率(％)

加茂川町保育園 105 87.5

伊豆佐野保育園

障害児保育事業費補助金

合  計
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○令和2年度繰越明許費

　・新型コロナウイルス感染症対策事業（市立保育所）

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　保育園における感染症対策を行うための保健衛生用品を購入する予定

　　であったが、需要の高まりにより年度内の納品が見込めないため、繰

　　越明許とした。

　　　　繰越額　1,730,000円

○令和2年度繰越明許費

　・市立保育所園内ネットワーク整備事業

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　地方創生推進寄附金(企業版ふるさと納税)及び国の3次補正の交付金

　　を活用し、令和3年度に保育所のネットワーク整備を進めるため、繰

　　越明許とした。

　　　　繰越額　12,001,000円

  04目 家庭児童相談室費

16,644,187円

○家庭児童相談室事業

　　児童に関する様々な相談に対応するため、家庭児童相談員を3人配置　

　したほか、子育ての悩みに関する相談や児童虐待発見時の相談窓口を市

　民に周知するため、啓発品をリーフレット等と併せて市民に配布した。

　また、児童虐待から子どもたちを守るために、市を含む関係者全体が取

　り組むべき内容をまとめたものとして｢三島市児童虐待防止対策行動計

　画｣を策定し、市のHPで公開した。

　　　家庭児童相談員報酬(3人) 円

　　　相談件数　2,249件

○ドメスティック・バイオレンス相談事業 円

　　関係機関との連携のもと、DV被害者を保護し支援するため、相談及び

　助言を行った。

 　   婦人相談員報酬(1人)　　　 円

  　  相談件数　677件

○子ども配食支援事業 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　｢三島市子どもの貧困対策推進計画｣に基づき、生活困窮家庭などにお

　ける子どもの支援を目的に、食事の配達とともに、その家庭の困りごと

　等の相談を受けた。

　　　実績件数　5世帯(対象児童数7人)　　配達回数　104回　

  05目 児童センター費

14,872,035円 国・県支出金 市 債
決　算　額

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

3,350,000 11,522,035

心 身 障 害

そ の 他

14,872,035

そ の 他

19 11 372 3 851 735 120 138

16,644,187 7,854,058

(単位　　円) 

(単位　　件) 

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債

2,332,162

1,677,637

89,851

(単位　　円) 

そ の 他

性 格 ･
生活習慣等

知能･言語 学校生活等 非 行 家 庭 関 係 環 境 福 祉

8,790,129

5,027,353
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○児童センター事業 円

　・各種講座の開催

　  児童に対し健全な遊びを与え、健康の増進や情操を豊かにすることを

　　目的とし、リトミック、工作などの講座を開催した。

　・青少年団体活動支援金 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　青少年を対象として社会教育活動を行っている子ども会等の団体に対

　　して、新型コロナウイルス感染症対策を講ずるための経費の一部を支

　　援した。

　　　支給団体　70団体(1団体あたり5万円)

○児童育成団体

　  三島市子ども会連合会及び三島市地域活動連絡協議会の活動に対し、

　自主性を尊重しながら連絡調整や指導助言を行った。

令和3年3月31日現在

  06目 放課後児童クラブ

　  　 費

128,632,490円

○放課後児童クラブ整備事業 円

　　沢地小学校の空き教室を放課後児童クラブとして利用できるよう改修

　したほか、児童クラブ跡地を駐車場に整備した。

　・主な事業

○放課後児童クラブ管理運営事業 円

    放課後、保護者が家庭にいない小学生を対象に生活指導を行い、健全

　育成を図った。

　　　入館児童数　1,088人(令和2年5月1日現在)

　　　放課後児童クラブ支援員報酬 円

　　　支援員数　23館　82人(令和3年3月31日現在)

　・主な委託

坂放課後児童クラブ委託
(H30-R4債務負担行為)

事　　業　　名

指定管理者による
坂放課後児童クラブの管理業務

事　業　概　要

各クラブ会員 3クラブ 32

27,047,500

7,870,407

事　　業　　名 事　業　費 事　業　内　容

14,437,498

団体名 対象

3,500,000

構成団体数 人数

三島市子ども会連合会
※人数の( )内は小学生数

小中学生
及び指導者

37
子ども会

2,373
(1,548)

三島市地域活動連絡協議会

沢地放課後児童クラブ改修修繕 7,733,000
児童クラブ改修
改修前90.0㎡ 改修後132.78㎡

112,720,817

76,071,190

債務負担行為設定事業については、上段［　］全体事業費、下段 本年度事業費

[13,106,000]
2,622,000

事 業 費

(単位　人) 

(単位　　円) 

(単位　　円) 

(単位　　円) 

決　算　額
特　　定　　財　　源

国・県支出金

32,912,6956,100,000

一 般 財 源
市 債 そ の 他

128,632,490 62,572,295
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・新型コロナウイルス感染症拡大に伴う特別開所

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　国からの休業要請を受け、小学校を臨時休業としたことに伴い、開所

　　する放課後児童クラブを縮小し、保護者が医療従事者等、真にやむを

　　得ない理由のある児童を対象に特別開所を行った。

　　　実施期間　令和2年4月20日から5月24日

　　　開館時間　午前8時から午後6時

　　　開所施設　錦田小、北小、中郷小にある放課後児童クラブ

　　　受入児童数　88人

　・放課後児童クラブにおける感染症対策 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るため、エアコンや感染症対

　　策に必要な物品の購入を行った。

○国・県支出金を伴う事業費補助金

　・三島市放課後児童健全育成事業費補助金 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　放課後児童健全育成事業を実施する民間事業者等に対し、事業費の一

　　部及び新型コロナウイルス感染症対策を図るための費用を支援した。

　　　実施施設　加茂保育園放課後児童クラブほか2館

　　　登録児童数　92人(令和2年5月1日現在)

  07目 発達支援費  

80,101,927円

○発達支援施設整備事業 円

　　三島市児童発達支援事業所｢にこパル｣を、園児、保護者、職員が多様

　性を認めあい、子どもたちが健やかに等しく成長できるよう地域全体で

　支援し見守っていく意識の醸成を図り、将来的に、ソーシャル･インク

　ルージョンを体現する三島市におけるモデル的な施設となることを目的

　に、はったばた幼稚園跡地から錦田こども園内に移転するため、施設整

　備を行った。

　　　児童発達支援事業所移設改修工事 円

○発達支援相談事業 円

　　ライフステージに応じた切れ目のない発達相談に対応するため、臨床

　心理士、社会福祉士、保健師、保育士に加え、令和2年度より指導主事

　を1名配置して、小学校･中学校との連携強化を図ったほか、早期発見･

　早期療育の観点から、引き続き児童発達支援事業や相談支援事業、親子

　教室等を実施した。

　　　相談員及びスタッフ 人

　　　会計年度任用職員報酬 円

　・発達支援相談における感染症対策を行うための備品の購入

円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　相談環境の整備と感染症予防の観点から、倉庫として利用していた部

　　屋を相談室として利用できるよう、エアコンを設置した。

76,725

1,963,371

8,010,766

80,101,927 358,163 28,200,000 23,906,573 27,637,191

(単位　　円) 

37,823,826

42,244,101

28

24,312,359

35,277,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・児童発達支援事業

　　三島市児童発達支援事業所｢にこパル｣において、月曜日から金曜日ま

　　で週5日通うクラスを実施し、日常生活における基本的な動作の指導、

　　集団生活への適応のための訓練等を行った。

　・相談支援事業

　　保護者の子どもとの関わり方や発達･発育に関する不安や悩みなどを

　　軽減するために、発達に関する相談や家庭での療育方法等についてア

　　ドバイスを行い、保護者の安心感に繋がるよう相談事業を行った。

　・発達支援事業

　　発達に配慮が必要な子どもと保護者を対象に、発達支援センターにお

　　いて親子教室を開催し、より良い発達を促し、その子らしく成長して

　　いくための支援･助言を行った。

　・地域支援事業　

　　三島市の各機関との連携を取ることで、支援や配慮が必要な子どもが

　　地域の中でいきいきと生活ができ、親が安心して子育てができる環境

　　を提供した。

　　　小･中学校巡回相談員謝礼　　2,340,000円

　　　巡回相談実施回数

　　　　( )は相談受付人数

　　　保護者間交流開催回数

中学校

110回(110人)

小学校幼稚園

4回

ぽかぽか

30回(31人)

保育園

6回

事　業　名

5人

一般相談
(発達支援センター、にこパル)

見え方、聞こえ方

作業療法(OT)

理学療法(PT)

言語相談(ST)

臨床心理士による発達検査

20回(20人)

わたぼうしの会

3回

2,899人

60回 60人

2,959回

141回

2,899回

ペアレントトレーニング

3回

えがおのなかま会

11人

46回 46人

5回

28回(32人)

合　　　計 193回 1,756人

らいおん教室
(ごっこあそびの教室)

水曜日 19回 132人

教　　室 曜日  開催回数 延べ参加人数

こあら教室 月曜日 33回 156人

ぱんだ教室
(あそびの教室)

火～金曜日

2,959人

217日 3,938人

一般相談・発達検査

実施回数 延べ人数

クラス数 在籍数 サービス提供日数 延べ利用者数

3クラス 25人

89回 94人

32回

1,468人

専門相談

32人

6回
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・スポレク教室事業 円

　　発達に支援の必要な幼児や児童に対して、小さな集団の安心できる環

　　境の中で、子どもたちの持つ力を生かした運動や遊びを楽しむととも

　　に、社会性やコミュニケーション能力を育むことを目的に、一般社団

　　法人三島市手をつなぐ育成会への委託によりスポレク教室を実施した。

　・発達支援体制整備

　　医療の観点を支援に取り入れていくことを目的に、精神科医と小児科

　　医をスーパーバイザーとして迎え、ケース検討会議を5回実施した。

　　また、療育の面では、元小学校教諭にスーパーバイザーを依頼し、に

　　こパル、親子教室の支援に関する研修を4回実施した。

　　　年間9回開催

　　　スーパーバイザー研修講師謝礼 円

　・通所支援事業

　　支援の必要な子どもとその家族に対して、適切な支援に繋げることが

　　できる体制づくりを目的に、市内の児童発達支援事業所と放課後等デ

　　イサービス事業所間で定期的に連携会議を開催し、連携強化に努めた。

　　　民間事業所等連携業務委託 円

 03項 生活保護費

  01目 生活保護総務費

111,157,817円

○就労自立給付事業 円

　　生活保護受給者の就労による自立を促進するため、安定した職業に就

　いたこと等により保護を必要としなくなった者に｢就労自立給付金｣を支

　給した。

　　　支給者数　6人

　　　支給総額　240,974円

○進学準備給付事業 円

　　高等学校等を卒業し大学等へ進学を希望する生活保護受給者の子ども

　に対し、進学支援を図ることを目的に、一時金として｢進学準備給付金｣

　を支給した。

　　　支給者数　1人

　　　支給総額　300,000円

  02目 扶助費

1,600,222,147円

○生活保護扶助事業 円

　・生活保護実施状況

　　困窮の程度に応じ必要な保護を行い、憲法で定める最低限度の生活を

　　保障するとともに、自立を助長することを目的に以下の扶助を行った。

1,600,222,147

300,000

4,509,965

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

111,157,817

1,600,222,147 1,163,675,437 33,417,467 403,129,243

100,000

(単位　　円) 

(単位　　円) 

800,000

148,500

106,647,852

240,974

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

国・県支出金 市 債 そ の 他
決　算　額
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

 

　・国･県と比較した保護状況(令和3年3月31日時点)

 04項 災害救助費

  01目 災害救助費

30,000円

○災害救助事業 円

　　災害により被害を受けた市民に対し、災害見舞金を支給するもので、

　令和2年度は火災1件があり、1名に対して災害見舞金を支給した。

 05項 国民年金事務費

  01目 年金事務費

26,088,836円

○市で処理する国民年金事務の実施

　　国の法定受託事務として、資格の取得、保険料の免除申請、障害基礎

　年金、老齢基礎年金及び年金生活者支援給付金の裁定請求等の受付事務

　を行った。

14

(年)95,665 (年)42

18,534 198

179,199 5

(年)0 (年) 0

種別
1世帯当たり
月平均支給額

(年)44 (年)100,220 350,770 4,209,243

5 179,199

163,919

895,997 10,751,963

生 活
扶 助

748 52,304 32,585,329 391,023,945

住 宅
扶 助

278,342 3,340,099

介 護
扶 助

204

葬 祭
扶 助

33,797 23,252,476 279,029,711

教 育
扶 助

30 13,254

市 債 そ の 他

30,000 30,000

1,967,033

法 外
扶 助

(単位　人、％) 

(単位　　円) 

19,095 45,370,524

月平均
人員

1人当たり
月平均支給額

月平均
世帯数

月平均
支給金額

年間支給総額

43,563 623

28,253 688

9,278 21

93,201 676

(年)0 (年) 0

9,642

市 債 そ の 他

26,088,836

30,000

0

106,574 72,044,136 864,529,629

出 産
扶 助

(年) 0 (年)0 0 0

生 業
扶 助

17 11,709

(年) 0 (年)0 0 0

3,780,877

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金

(単位　人、世帯、円) 

823

32,068 900

保 護 率 1.64

保護施設
事 務 費

区 分 全 国 静 岡 県 三 島 市

保 護 人 員 2,053,268

医 療
扶 助

773

0.89 0.84

(単位　　円) 

26,088,836

特　　定　　財　　源
一 般 財 源決　算　額

国・県支出金
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

04款 衛生費

 01項 保健衛生費

  01目 保健衛生総務費

622,425,492円

○スマートウエルネスみしま推進事業 円

　　健康をまちづくりの中核に位置付けた｢スマートウエルネスみしま｣を

　推進するため、市民が主体的に健康維持･社会参加する仕組みづくりを

　展開した。

○救急医療事業 円

　　三島市医師会メディカルセンター、沼津夜間救急医療センター、三島

　総合病院、三島中央病院等の協力を得て、平日の夜間や休日等における

　緊急患者の診療体制を確保した。

　・平日夜間

9,385,088 19,213,336 593,827,068

26,420,387

事業名 事業内容

健幸マイレージ

(単位　　円) 

そ の 他

622,425,492

スマートウエルネスみしまの幅広い取り組みに対して、ポイン
トをつける事業を展開した。
　応募総数 18,116件

18:00～22:00 20:30～翌日7:00 22:00～翌日9:00

診療場所
メディカル
センター

沼津夜間救急医療センター
三島総合病院･三島中央病院
の2病院による当番制

三島商工会議所と連携し、事業所等に啓発パンフレットを配布
するとともに、企業への個別訪問を行い、事業所が主体的に健
康づくりに取り組めるよう支援した。
　参加企業7事業所　配布部数 5,000部　委託額 300,000円

コロナに勝とう！
ポイント事業

【新型コロナウイルス感染症関連】
新型コロナウイルス感染症による健康二次被害を予防するた
め、高齢者を対象にフレイル予防や運動不足解消になる活動に
対しポイントを付与した。
　応募総数 7,035人

市民団体や事業所と連携し、健康情報を無関心層にも提供でき
る人材を養成した。
　健幸アンバサダー 777人

ヘルスコンシェル
ジュ推進事業

タニタが認定したヘルスコンシェルジュを活用し、タニタ流健
康づくりを普及した。
　実施回数 1回　延対応人数 9人

体組成測定巡回
事業

企業の健康経営や若い世代への支援を目的とし、企業などに出
向いて体組成等の測定を行った。
　実施回数　111回(企業11社)

出張！健幸鑑定団

健康づくりに関心の薄い層へのアプローチ策として、イベン
ト、店舗、金融機関等で、健康チェックキャンペーンを実施し
た。体組成測定や各種測定サービスと健診受診や受動喫煙防止
等のPRを行った。
　開催数 1回　参加者 市民等 39人

みしまタニタ健康
くらぶ

㈱タニタの持つ健康プログラムを取り入れ、楽しみながら健康
づくりに取り組む仕組みづくりを行った。
　会員数 2,359人　体組成測定スポット 5カ所
　タニタ監修メニュー提供店 5店舗

健幸アンバサダー
養成事業

健康経営支援業務
委託

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源

241,793,818

診療科目 内科･外科･小児科 外科

診療時間

国・県支出金 市 債
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・土曜、日曜、休日

　・二次救急

　　内科･外科は、三島総合病院、三島中央病院が当番制、脳神経外科･循

　　環器科は三島市･沼津市･裾野市･清水町･長泉町の3市2町の担当医療機

    関の在宅輪番制により診療し、緊急に手術や入院を要する市民の救急

　　医療を確保した。　　　　

　・休日歯科診療事業

　　市内の歯科医が輪番制で、9:00～16:00まで診療を行った。

　・集中治療室(ICU)救急事業

　　三島市医師会にICU救急事業を委託してベッド2床を確保し、市民に高

　　度集中医療を提供した。

  ・三島市医師会メディカルセンター受診者状況

(     )は三島市民

　・その他の救急事業受診者状況

沼津夜間救急医療センター

一次救急･二次救急(2院の当番制による件数)

集中治療室(ICU)

休日歯科診療(歯科医師会会員による輪番制による件数)
(     )は三島市民

○健康とスポーツ推進事業 円

　　市民が主体的に健康づくりを行うための支援として、誰もが運動やス

　ポーツを楽しむことができる場と機会を提供するとともに、市民総参加

　で進める健康づくりに対する意識を高めた。また、健康づくりに有効な

　ノルディックウオーキングを普及するために、官民協働によるイベント

　を実施した。

　・委託

診療科目 内科･外科･小児科 外科 耳鼻科･眼科･産婦人科

診療時間
9:00～21:00

(土曜日14:00～
21:00)

18:00～翌日7:00 21:00～翌日9:00
8:00～17:00

(日曜、休日のみ)

診療場所
メディカル
センター

沼津夜間救急
医療センター

三島総合病院･三
島中央病院の2病
院による当番制

4市2町(三島市･沼津市･
裾野市･富士市〈耳鼻科
のみ〉･清水町･長泉町)
の担当医師による在宅
輪番制

(単位　人) 

救 急 名 内 科 小 児 科 外 科
眼科･耳鼻科･
産 婦 人 科

合 計

休 日 救 急 1,685 (1,093) 645 (295) 1,611 (994) 622 (142) 4,563 (2,524)

平日･夜間救急 1,405 (854) 109 (33) 1,537 (916) － 3,051 (1,803)

合 計 3,090 (1,947) 754 (328) 3,148 (1,910) 622 (142) 7,614 (4,327)

(単位　人) 

救　急　事　業　名 人　数

9,382 (1,080)

1,969 (843)

294 (183)

273 (198)

5,800,341

事業名

みしま健幸体育大学
企画運営業務委託

ノルディックウオー
キング推進業務委託

550,000

4,993,340

ノルディックウオーキングの普及を図り、気軽に
取り組める環境を整備するため、初心者向け体験
会と幼稚園保育園を対象に歩育を実施した。
　体験会22回　参加者243名
　歩育　 3回　参加者 74名

運動・スポーツに興味関心を持ち、その習慣化を
図るため、公民館等の身近な場所で誰でも取り組
みやすい運動・スポーツに関する連続講座を実施
した。
　講座  40回　参加者673名

事業内容事業費

合　計 5,543,340

(単位　　円) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○歯科口腔保健推進事業 円

　・寝たきり者等歯科訪問調査委託 円

　　在宅で寝たきり等の状態にある市民で、歯や口腔状態に問題が生じて

　　いる人に対し、診療につなげることを目的に、歯科医師が訪問による

　　調査を実施した。　　

　　　実人数　114人　　延べ人数　122人

　　子どもたちの歯･口の健康を守るため、小学校に出向き、歯科医師に

　　よる講話、歯科衛生士によるブラッシング指導(8校18回)を実施した。

　　  参加者　600人

　・フッ化物洗口事業

　　市内幼稚園及び保育園に通う4歳児及び5歳児の希望者にフッ化物を使

　　用した集団洗口を行った。

　　　実施施設　31園　　実施人数　1,478人

　　　フッ化物洗口液調合及び配送業務委託　3,724,600円

　・歯科口腔保健普及啓発事業

 　 ｢いつでもどこでも、食べたら歯みがき｣｢ストップ･歯周病｣のチラシ･

　　ポスターを作成し、いい歯の日街頭キャンペーンや歯と口の健康まつ

　　りなどの各種イベントのほか、保育園･幼稚園･小学校･中学校･自治会･

　　企業･各種団体での健口教室や出前健康教育にて配布し周知を図った。

　　　チラシ配布数　計1,959枚　　　

○ＡＥＤ維持管理事業 円

　　市民の救命率の向上のため、市内に自動体外式除細動器(AED)の設置

　並びに貸し出しを行った。｢あんしんAEDステーション推進事業｣の登録

　事業所に標章を交付した。

　※上記以外に貸出用として保健センターで5台、市民体育館で2台を保管

○健康づくり地区組織活動事業 円

　・地域健康づくり推進事業

　　三島市保健委員会活動の柱である町内別健康相談会を中心に、地域に

　　根づいた活動を実施した。

　・健康づくり事業

9,563,788

2,013,000

　・健口教室

5,122,319

設置施設 設置数

公共施設等 60

24時間営業のコンビニ、ファミレス等 32

(単位　台) 

あんしんAEDステーション協力事業所 121

合　　　計 213

2,513,388

種　　　別 内　　　　　　　　容 回　数 参加人数

町内別健康相談会
(教育･相談)

各地区の保健委員とともに、町内ごと
に健康に関する教育を実施

8 167

健康づくりのための
保健委員研修事業

健康づくりのための各種研修を実施 12 298

種　　　別 内　　　　　　　　容 回　数 参加人数

出前健康講座
各種団体等の要請に応じた講座を開催
(母子･成人･高齢者)

32 870

(単位　回、人) 

(単位　回、人) 

出前健康相談会
各種団体等の要請に応じた健康相談会
を実施

8 176
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・精神保健事業

　　自殺対策を総合的に推進し、地域連携を強化するため、｢三島市いの

　　ち支える地域ネットワーク会議｣を設置し、自殺予防に関する知識の

　　周知･啓発を目的に、若年層に向けたパンフレットの直接配布や予防

　　接種通知等を活用した間接的な情報提供を行うとともに、ゲートキー

　　パー養成研修により自殺の危険性の高い人に対する必要な支援へつな

　　げる体制を構築した。また、精神的に問題を抱えている人に対し相談･

　　訪問等を実施した。

　　精神保健相談

○健幸拠点づくり推進事業 円

　　市内の回遊性を高めるために、健幸交流拠点として位置づけている

　｢みしま健幸塾｣をみしまタニタ健康くらぶの活動拠点とし、市民に活用

　してもらうなかで、健康づくり、外出機会創出、交流促進、健康寿命延

　伸と地域活性化を図った。

　・みしまタニタ健康くらぶ拠点運営業務委託 円

　　　みしま健幸塾利用者数　14,436人

○国・県支出金を伴う事業費補助金　

　・若年がん患者等支援事業費補助金 円

　　若年がん患者等の生活の質の向上、経済的な負担軽減を図るため、妊

　　孕性温存治療費、補整具購入費など在宅療養生活の質の向上に要する

　　経費の一部を支援した。

　　　支援件数　30件　　1,399,833円

○市単独事業費補助金 円

　・寝たきり者等歯科訪問診療事業費補助金 円

　　在宅で寝たきり等の状態にあり、歯科診療を受けることが困難な方へ、

　　三島市歯科医師会が実施する診療に要する備品費の一部を支援した。

　　　在宅往診患者　408人　　延べ往診回数　556回

　・骨髄移植ドナー支援事業費補助金 円

  　公益財団法人日本骨髄バンクが実施している骨髄バンク事業において、

　　骨髄または末梢血幹細胞を提供する者(ドナー)及びドナーが勤務する

　　事業所に対し通院･入院に要する経費の一部を支援した。

　　　提供者　2名　200,000円　　事業所　1件　50,000円

○令和2年度繰越明許費

　・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業(時間外勤務手当分)

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　国から示されたスケジュールに従い、令和3年2月より医療従事者等の

　　優先順位の高い者からワクチン接種を開始したが、全市民が対象とな

　　り、年度内の完了が見込めないため、繰越明許とした。

　　　　繰越額　8,338,000円

10,500,000

1,399,833

789,217

311,217

250,000

種　　　　別 内　　　　　　　　容 参加人数等

メンタルヘルス講演会 臨床心理士による心の健康についての講話 30人

ゲートキーパー養成研修
身の回りの悩んでいる人に気づき、必要な
支援につなぐゲートキーパーを育てるための
研修

327人

若年層に対する自殺予防
普及啓発事業

市内小中学校高等学校児童生徒、日本大学国
際関係学部･短期大学部、順天堂大学保健看護
学部学生等に自殺予防に関するリーフレットを配
布

8,640部

通知による普及啓発事業
15歳18歳インフルエンザ予防接種通知を活用し、
相談先等の情報提供を実施

2,075人

10,535,904

相談件数

種　別

2

メール

39

訪問

57

面接電話

162

(単位　件) 
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  02目 母子保健指導費

638,566,914円

○母子保健事業 円

　　妊婦への母子健康手帳の発行、妊婦･乳幼児の健康診査及び健康相談

　を行った。

　・乳幼児健康診査･相談等実施状況

　・各学級･教室等の健康教育

　・訪問指導事業

　　妊産婦、新生児、乳幼児を対象に、家庭内で育児が円滑に行えるよう、

　　発育、栄養、生活環境、疾病予防等育児上必要な事項について、家庭

　　訪問指導及び電話相談を実施した｡

　　　新生児　649人　妊産婦　984人　事後フォロー訪問　1,842人　

　・乳児人形等貸し出し事業

　　育児･妊婦体験を通じ赤ちゃんの可愛さや命の大切さを感じてもらう

　　ことで、子育てに対する意識を高め、妊娠･子育てしやすい環境づく

　　りを図ることを目的に、乳児人形等の貸し出しを実施した。

　　　乳児人形利用者　5人　妊婦体験スーツ利用者　139人

(単位　　円) 

(単位　人、回、％) 

そ の 他

638,566,914 134,861,699

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債

59,425,904 444,279,311

88,528,551

育メン教室
親子で体操や遊びを通じて情緒的な結び
つきを深め、父親の育児参加を促した。

2回
63人

(21組)

離乳食講習会
8カ月児を育児中の母親を対象に、離乳
食の作り方や、乳児を心身共に健全に育
てるための心構えを指導した。

18回 220人

幼児事後教室
フォローが必要な子どもと母親を対象に、
遊びを中心とした心身共に健やかに育て
るための集団指導を行った。

20回 延べ297人
(実定員41人)

657 随時 625 95.13 6

第1回 718 随時 385 53.62 32

719 随時 597 83.03 29

4 カ 月 児 ･ 10 カ 月 児 健 康 診 査
( 医 療 機 関 委 託 ) 1,409 随時 1,351 95.88 130

1 歳 6 カ 月 児 健 康 診 査 740 12 722 97.57 339

2 歳 児 健 康 相 談 会 292 5 228 78.08 102

区　　　分 対象者数 実施回数 実 施 数 実 施 率 要フォロー者数

妊 婦 健 康 診 査 ( 医 療 機 関 委 託 ) 14,084 随時 12,000 85.20 389

新 生 児 聴 覚 ス ク リ ー ニ ン グ 検 査
( 医 療 機 関 委 託 )

産 婦 健 康 診 査
( 医 療 機 関 委 託 )

第2回

母 子 手 帳 交 付 - 随時 647 - 203

事業名 事業概要 実施回数 参加者数

産前･産後セミナー
妊産婦相互の交流の場とし、仲間づくりを
図った。

4回
妊婦21人
産婦と

乳児28組

パパママセミナー
妊婦及びその夫を対象に、母性･父性意
識の向上を図った。

4回
122人
(62組)

3 歳 児 健 康 診 査 863 13 855 99.07 181
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・子育て世代包括支援センター事業

　　妊娠期から子育て期にわたる母子保健や育児に関する様々な悩みに円

　　滑に対応するため、専門職員による切れ目ない相談支援等を実施した。

　　　個別計画作成　妊婦　 11件　産婦 　46件

　　　妊婦フォロー　訪問　  5件　電話　 66件　面接　32件　

　　　産婦フォロー　訪問　123件　電話　172件　面接　 8件

　　　産前･産後サポート事業(パートナー型)

　　　　助産師、保健師が家庭訪問を中心に妊産婦をサポートした。

　　　　　訪問　3人　　　電話　0人

　　　産前･産後サポート事業(参加型)

　　　　母乳･ミルク相談ステーション事業

　　　　医療機関助産師に委託し、集団教育や授乳に関する電話相談、面

　　　　接相談を実施した。

　　　　　集団　21人　　個別　81人　

　　　産後ケア事業

　　　　家族などの援助が受けられない産婦を対象に、産婦人科への委託

　　　　により母乳･乳児ケア育児支援を実施した。

　　　　　ショートステイ　33泊　　実 13人

　　　　　デイケア　　　　16日　　実 14人

　　　訪問型サポート事業

　　　　妊娠中から産後4カ月未満までの妊産婦に対し委託事業所のヘル

　　　　パーが訪問し、日常の家事･育児について支援した。

　　　　　利用者　19人

　・電子母子手帳サービス事業

　　子育てアプリ｢みしまっこ｣を提供し、妊婦･子どもの成長記録、予防

　　接種記録の管理のほか、子育て情報の発信などを行い、育児のサポー

　　トを行った。

　　　アプリ登録者数　1,757人

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　新型コロナウイルス感染症の状況下において、テレビ電話による相談

　　を受けるためのシステム改修を実施した。

　　　テレビ電話機能の初期設定費用　330,000円

○子ども医療費支給事業 円

　　子どもが病気又はけがにより通院もしくは入院した場合の医療費につ

　いて、保険診療の自己負担額等の全額を助成した。

　・医療費の内訳

○未熟児養育医療費支給事業 円

　　入院が必要な未熟児の医療費について、保険診療の自己負担額等の一

　部を助成した。

　　(単位　件、円) 

(単位　人、件、円) 

194,222 379,009,930 194,853 460,709,100

85,731,870 195,289

入院に係る助成 通院に係る助成 合　　計

件数 支給総額 件数 支給総額 件数 支給総額
区　　分

4,032,700 1,067 4,984,894 1,216 9,017,594

現物給付分 631 81,699,170

496,932,538

合　　計 780

区　　分 給付実人員

11 28 1,533,184

383,994,824 196,069 469,726,694

1,555,026

償還払い分 149

給付延べ件数 支給総額

未熟児養育医療費
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○妊婦特別支援給付金給付事業 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　新型コロナウイルス感染症拡大の中、妊婦の心労を見舞い、経済的･

　精神的に穏やかに過ごし、安心して出産を迎えられるよう支援した。

　　　1人　50,000円　　給付実績　454人　22,700,000円

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

○市単独事業費補助金 円

  03目 感染症予防費

318,343,372円

○感染症予防事業 円

　・定期予防接種の状況 ①～④は接種回数

26,716,700

少子化対策の一環として、不妊･不育症
治療を受ける夫婦の経済的負担軽減の
ため、治療費のうち20万円を限度額として
支援した。

妊婦健康診査費
補助金

61 1,441,608

妊婦の健康診査において、指定医療機関
以外での受診者に対し、初回は18,930
円、2～14回は4,000円、超音波検査は
5,300円、血液検査は3,260円、血算検査
は1,710円、GBS検査は1,700円をそれぞ
れ上限に支援した。

新生児聴覚
スクリーニング
検査費補助金

54 220,200

市内に住所を有する新生児が指定外医
療機関で聴覚検査を受診した場合、
ABR(聴性脳幹反応)検査 4,700円･
OAE(耳音響放射)検査 2,100円の限度額
範囲内において支援した。

合　　計 290 28,378,508

市内に住所を有する産婦が指定外医療
機関で産婦健診を受診した場合、第1回･
第2回とも5,000円の限度額範囲内におい
て支援した。

28,378,508

(単位　　件、円) 

(単位　　件、円) 

(単位　　円) 

(単位　人) 

22,849,811

322,480

補助金名称 件数 金額 内容

48 322,480

補助金名称

産婦健康診査費
補助金

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

318,343,372 24,574,091 293,769,281

303,396,643

予 防 接 種 名 対　　　　　象 対 象 人 員 被 接 種 者

金額

ヒ ブ 生後2月～5歳未満

① 662 ① 645

② 662 ② 673

③ 662 ③ 711

④ 662 ④ 711

件数

小 児 用 肺 炎 球 菌 生後2月～5歳未満

① 662 ① 644

② 662 ② 663

③ 662 ③ 695

④ 662 ④ 693

内容

不妊･不育症治療費
補助金

175

Ｂ 型 肝 炎 生後2月～1歳未満

① 662 ① 642

② 662 ② 666

③ 662 ③ 702
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

65歳以上

(単位　人) 

予 防 接 種 名 対　　　　　象 対 象 人 員 被 接 種 者

ロ タ
(R2 年 8 月 ～ )

ロタテック
３回接種 生後6週～32週

① 391 ① 139

② 391 ② 113

③ 391 ③  98

ロタリックス
２回接種 生後6週～24週

① 391 ① 159

② 391 ② 133

Ｂ Ｃ Ｇ 生後5月～1歳未満 681 701

３ 種 混 合
( 百 日 ぜ き 、 ジ フ
テ リ ア 、 破 傷 風 )

生後3月～90月未満
(1期3回)

①  － ①   0

②  － ②   0

③  － ③   0

(1期追加) － 0

不 活 化 ポ リ オ

生後3月～90月未満
(1期3回)

①  － ①   1

②  － ②   1

③  － ③   0

(1期追加) － 0

４ 種 混 合
( 百 日 ぜ き 、 ジ フ
テ リ ア 、 破 傷 風 、
不 活 化 ポ リ オ )

生後3月～90月未満
(1期3回)

① 666 ① 667

② 666 ② 701

③ 666 ③ 715

(1期追加) 683 689

２ 種 混 合
(ジフテリア、破傷風) 11歳～13歳未満 1,001 915

水 痘 生後12月～3歳未満
① 696 ① 695

② 696 ② 678

麻 し ん ･ 風 し ん
( Ｍ Ｒ 混 合 及 び
単 抗 原 ワ ク チ ン )

生後12月～24月未満
(1期)

696 689

5歳～7歳未満の就学年
前(2期)

871 778

日 本 脳 炎

生後6月～90月未満
(1期2回)

① 790 ① 828

② 790 ② 836

(1期追加) 815 735

7歳6月から20歳未満
(1期不足分)

－ 95

9歳～13歳未満(2期) 974 784

9歳～20歳未満
(2期不足分)

－ 122

子 宮 頸 が ん
小学校6年生女子～
高校1年生女子

①  － ①  81

②  － ②  71

③  － ③  65

高齢者インフルエンザ

32,730 20,377

60歳～64歳の身体障が
い者手帳1級程度の者

50 34

高齢者用肺炎球菌

65･70･75･80･85･90･95･
100歳になる者

4,027 1,188

60歳～64歳の身体障が
い者手帳1級程度の者

34 5

風 し ん 追 加 的 対 策
抗体検査 8,093 1,565

第5期予防接種 8,093 420
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・任意予防接種の状況

　・新型コロナウイルス地域外来・検査センター業務委託

円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　発熱等症状があり、かかりつけ医にPCR検査が必要と診断された方を

　　対象にPCR検査を実施した。

　・新型コロナウイルス社会的検査業務委託 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　市内の社会福祉施設、幼稚園･保育園等で働く職員及び65歳以上の市

　　民で無症状の人を対象に、希望者にPCR検査を実施した。

　・新型コロナウイルス感染症対策物品等の購入 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　感染症対策として、防護服、消毒液、非接触型体温計及び自動体温測

　　定カメラ等を購入し、その一部を高齢者施設に配布した。

　　　主な購入品

　　　　防護服等(フェイスシールドなど含む) 円

　　　　消毒液等 円

　　　　非接触型体温計(60台) 円

　　　　自動体温測定カメラシステム(1台) 円

　・里帰り出産先接種費用助成事業 円

　　里帰り出産や病気による長期入院等の理由により、静岡県外の医療機

　　関での定期予防接種を希望する方に、接種に要した費用を支給した。

　　　支給件数　10件

○新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 円

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　ワクチンが実用化された際に、市民に対して迅速かつ適切に接種を開

　始できるよう、接種券、予診票等の印刷発送や市民からの接種予約、問

　い合わせ等を受けるためのWEB予約受付システム導入準備及び予防接種

　台帳システム等のシステム改修など、接種に必要な体制を整備した。

　　　コールセンター等業務委託　　6,838,700円

　　　印刷製本費　　　　　　　　　2,706,330円

313,500

1,742,440

4,422,879

489,167

377,392

3,242,820

成 人 風 し ん 又 は
Ｍ Ｒ

妊娠を希望する女性とその
同居しているパートナー
(ただし抗体検査の結果、
接種が必要な方)
※対象人員は申請者数とす
る

72 68

麻 し ん ・ 風 し ん
Ｍ Ｒ １ 期

2歳3月未満
申請者数

2
3

麻 し ん ・ 風 し ん
Ｍ Ｒ ２ 期

小学校1年生相当年齢
6月末日まで

申請者数
7

7

15 歳 ･ 18 歳
イ ン フ ル エ ン ザ

中学3年生　15歳になる方 1,012 524

高校3年生　18歳になる方 1,063 383

実 施 期 間 実 施 回 数 検 査 人 数

8月～3月 33回 76人

実 施 期 間 実 施 回 数

12月～3月 12回

(単位　人) 

予 防 接 種 名 対　　　　　象 対 象 人 員 被 接 種 者

任 意 高 齢 者 用
肺 炎 球 菌

70歳以上
※対象人員は申請者数とする

20 14

11,774,549

924,200

62人(65歳以上の市民50人、施設職員12人)

検　査　人　数

565,805
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○令和2年度繰越明許費

　・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業(時間外勤務手当を除く)

　【新型コロナウイルス感染症関連】

　　国から示されたスケジュールに従い、令和3年2月より医療従事者等の

　　優先順位の高い者からワクチン接種を開始したが、全市民が対象とな

　　り、年度内の完了が見込めないため、繰越明許とした。

　　　　繰越額　220,255,000円

  04目 生活習慣病予防費

150,539,684円

○健康診査事業 円

　  市民一人ひとりが自らの健康状態を把握し、健康の保持増進を図ると

　ともに、疾病の早期発見･治療を目的とし、各種健康診査を実施した。

　令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防のため、委託

　先の三島市医師会との協議により、胃がん検診と大腸がん検診の実施は

　見送った。

　・健康診査等

要指導者

要指導者

要指導者

　・がん検診等

異常のない者

要精密検査者

(内がん発見者

異常のない者

要精密検査者

(内がん発見者

異常のない者

要精密検査者

(内がん発見者

異常のない者

要精密検査者

(内がん発見者

異常のない者

要精密検査者

(内がん発見者

異常のない者

要精密検査者

(内がん発見者

Ｂ型陽性

Ｂ型陰性

Ｃ型感染の可能性高い

Ｃ型感染の可能性低い

(単位　　円) 

(単位　人) 

(単位　人) 

歯 周 病 検 診
20･25･30･35･40･45･50･
55 ･ 60 ･ 65 ･ 70 歳 の人

15,804 687

異常のない者 53

110

要精密検査者 524

種 別 対 象 者 対 象 人 数 受 診 者 一 次 検 診 結 果

子 宮 が ん
20 歳 以 上 の 女 性

56,882
頸部  3,514
頸･体部 317

3,774

57

1)

乳 が ん
40 歳 以 上 の 女 性

35,893 2,781

2,486

295

7)

決　算　額
特　　定　　財　　源

国・県支出金 市 債 そ の 他

150,539,684 7,880,000 142,659,684

148,791,964

種 別 対 象 者 対 象 人 数 受 診 者 一 次 検 診 結 果

生活保護者健康診査 782 75

異常のない者 0

6

要医療者 69

骨 粗 鬆 症 検 診
40 ･ 45 ･ 50 ･ 55 ･ 60 ･
65 ･ 70 歳 の 女 性

5,286 350

異常のない者 143

141

要精密検査者 66

一 般 財 源

肺 が ん
40 歳 以 上 の 人

69,627 11,878

11,826

52

8)

前 立 腺 が ん
50 歳 以 上 の 男 性

23,572 2,925

2,565

360

13)
新たなステージに入った

がん検診の総合支援事業

子 宮 が ん
20 歳 の 女 性

520
頸部 　34
頸･体部 0

34

0

0)
新たなステージに入った

がん検診の総合支援事業

乳 が ん
40 歳 の 女 性

694 135

114

21

0)

肝炎ウイルス検査
40歳以上で過去に検査
を受けたことがない人

44,206 1,070

6

1,064

6

1,064
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○生活習慣病予防指導事業 円

　　高血圧、糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病を予防するため、健康

　教育、健康相談、訪問指導、健康手帳の交付を行った。

　・健康教育事業　　　　　　　

　・健康相談事業　　　　　　　

　・糖尿病予防事業　　　　　　　

　・訪問指導事業　　　　　　　

　　家庭において寝たきり･認知症等になるリスクが高い方、当事者では

　　解決困難な健康問題･介護問題を抱えた方及び介護家族、健康診査受

　　診者等で訪問指導が必要と認められた方に対し、心身の健康の維持増

　　進を図ることを目的として、保健師等による訪問指導を実施した。

訪問指導人数

　・健康手帳の交付

    健康に関する意識の向上及び健康管理に役立ててもらえるよう、健康

　　手帳を交付した。

　　　新規交付　 　 89件(40歳の者)

　　　更新･再交付　　5件(41歳以上の者)

(単位　人) 

(単位　人) 

(単位　　人) 

896,859

種　　　　別 内　　　　容 回　数 受講者数

CKD予防講座
CKD(慢性腎臓病)予防のための医
師、栄養士による基礎講座

1回 32

禁煙･受動喫煙防止に関する
普及啓発

たばこが及ぼす健康被害について普
及啓発し、禁煙･受動喫煙防止を促進

随時 167

種　　　　別 内　　　　容 回　数 受講者数

総合健康相談会
血圧･体脂肪測定等の実施と健康･栄
養･歯科相談

月1回 111

成人一般健康相談
健康に関する様々な問題に対する相
談･指導

随時 47

栄養個別相談
(病態別健康相談)

生活習慣病等の疾病別に、個人の食
習慣や生活環境を勘案して行う相談
指導

週1回 23

健診事後指導
国保人間ドック及び特定健診受診者
に対する病態別個別指導

随時 9

種　　　　別 内　　　　容 回　数 受講者数等

糖尿病予防講座
糖尿病予防に関する医師･歯科医師･
栄養士による講話

5回 129人

ヘルシーメニュー普及事業

日本大学短期大学部食物栄養学科と
の協働により、四季のヘルシーメ
ニューのレシピ開発を行い、出前健康
教育講座で周知

1回 15人

糖尿病予防のための
料理レシピ集作成

ヘルシーメニューレシピを各種事業等
で配布

随時 1,000部

区 分 健診事後等 重症化予防 未受診者 重複多受診 介護予防 精神疾患等 合計

106 200 396 3 5 115 825

-86-



費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  05目 畜犬指導費

5,319,942円

○畜犬指導事業

　　犬の登録、狂犬病予防注射を実施したほか、飼い主のいない猫を減ら

　すため、避妊手術等に係る経費の一部を支援した。

　・犬及び猫の登録状況

○市単独事業費補助金

　・地域ねこ避妊等補助金 円

　　飼い主のいない猫の避妊去勢手術を実施した協力獣医師に対し、手術

　　に係る経費の一部を支援した。

  06目 食育推進費

2,883,092円

○食育推進事業 円

　　市民一人ひとりが｢食｣について意識を高めるとともに、様々な経験を

　通じて、｢食｣に関する知識と、バランスの良い｢食｣を選択する力を身に

　付け、心身共に健康で文化的な生活ができるよう各種事業を実施した。

　・食育啓発事業

(単位　　円) 

(単位　　匹) 

2,883,092

3,285,200

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

区　分 登録数 うち　新規登録分

5,319,942 2,034,742

犬 4,980 484

猫 3,626 49

1,461,600

区　分 件　数 金　額

避妊 81 967,000

去勢 63 494,600

合計 144 1,461,600

市 債 そ の 他

2,883,092

各種食育講座

2,836,09247,000

種　　　　別 内　　　　容 回　数 参加者

食育教室
園児･児童･生徒やその保護者を対象
に、味覚教育、栄養等の講話･料理実
習等を実施

3 107

(単位　件、円) 

(単位　　円) 

(単位　回、人) 

大人の食育事業

市内在勤･在学･在住の18歳から45歳
までの人を対象に、食を通じての健康
づくり支援を強化し、食への興味及び
絆を深める｢おせち料理教室｣を実施

1 15

食育出前講座
団体等からの依頼により、栄養士･保
健師が出向き、食生活･栄養･生活習
慣等の講話及び調理実習を実施

11 195

食育認定店等協働事業
おだし香紡による味覚教室(だし汁の
つくり方等)を開催

2 85
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・食育連携事業

　　健康づくりのための望ましい食生活を推進するため、地域の産業との

　　連携を図った。

  07目 環境衛生費　　　　 

 

13,741,343円

○ごみ減量・資源化対策事業

　・生ごみ処理容器無償貸与

　　家庭での生ごみの堆肥化、再利用を推進し、ごみの減量を図るため、

　　コンポスト･ぼかし容器を無償貸与した。

　　　貸与実績　コンポスト 64台、ぼかし容器 61台

○環境衛生推進事業 円

　　不法投棄監視員による定期巡回等により、不法投棄の防止に努めると

　ともに、不法投棄された家電等については適正処理を行った。また、統

　一美化キャンペーンや環境美化推進大会の開催などによる環境意識の啓

　発を図るとともに、環境衛生の維持に努めた。その他、小沢地区飲料水

　等供給施設の屋外水槽及び揚水ポンプの更新を行った。

○市単独事業費補助金

　・環境美化推進員活動費補助金 円

　　ごみの減量･資源化の推進、集積所の適正な管理、環境衛生の向上及

　　び環境美化の推進を図るため、地域における環境美化のリーダーとし

　　て活動している環境美化推進員によって構成されている三島市環境美

　　化推進員会に対して、活動費を支援した。

1,698,794

(単位　　円) 

192,980 13,548,363

そ の 他

7,219,965

決　算　額 一 般 財 源
特　　定　　財　　源

国・県支出金

13,741,343

｢みしまおうちごはんの日｣啓発

種　　　別 内　　　　　　　　容 回数等

｢みしまおうちごはんの
日｣啓発事業

国が定めた食育の日である毎月19日を市独自に
｢みしまおうちごはんの日｣と定め、市内幼稚園･
保育園、医療機関、歯科医院にチラシを配布し啓
発を行った。

107カ所
2,867枚

みしまるくんみしまるこ
ちゃんシールプレゼント

毎月19日のみしまおうちごはんの日を意識するた
めの啓発用シールを作成し、食育を推進している
団体･グループ･事業所及び今後食育を推進する
団体等で、申込書を提出した団体に配布し啓発
を行った。

5団体
250枚

｢食育学習用ランチョン
マット｣啓発事業

｢4つのお皿｣をそろえて食べることで、健康づくり
のために大切な、栄養バランスのとれた食事がで
きることを市民にPRした。

随時

種　　別 内　　　　　　　　容

｢食と運動･スポーツ｣の面から市民の健康づくりを応援す
る目的で登録した飲食店･食料品店を市民にPRした。
　計71カ所

｢健幸づくり推進店｣の中から、特に食育を積極的に推進
する飲食店を認定し、市民にPRした。
　計7カ所

市 債

食育認定店事業

健幸づくり推進店事業

-88-



費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  08目 後期高齢者医療

       事務費　　

146,564,731円

○後期高齢者医療制度の実施

　　静岡県後期高齢者医療広域連合が制度運営と保険料賦課、資格、給付

　決定を行い、市が納付書、保険証等の送付や資格、給付申請受付、徴収

　事務を行った。　　　

○後期高齢者医療健康診査等事業 円

　　後期高齢者医療制度加入者の生活習慣病(糖尿病･高血圧など)の早期

　発見や介護予防につなげるための健康診査･人間ドックを実施した。

○高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 円

　　静岡県後期高齢者医療広域連合からの委託を受け、市内5地区におい

　て、重症化予防や低栄養、フレイル予防のための個別訪問のほか、健康

　教育のための講座の開催や相談を実施した。

○後期高齢者医療システム改修業務

　・後期高齢者医療システム改修業務委託 円

　　平成30年度税制改正(住民税の基礎控除額見直し対応)に伴う賦課業務

　　機能のシステム改修を実施した。

○各種団体への負担金 円

　・広域一般会計負担金 円

　　静岡県後期高齢者医療広域連合に係る経費について、規定の割合によ

　　り各市町が負担した。

　 　・広域特別会計負担金 円

　　静岡県後期高齢者医療広域連合に係る経費について、規定の割合によ

　　り各市町が負担した。

○その他負担金

　・特定健康診査等事業費負担金 円

　　後期高齢者医療制度加入者の健康診査事務に関する費用を静岡県国民

　　健康保険団体連合会に納付した。

  09目 後期高齢者医療費

       

958,331,052円

○その他負担金

　・医療費市負担金 円

　　後期高齢者医療費について、医療機関等での本人の一部負担金を除く

　　後期高齢者医療費の財源構成は、公費5割(国4/12、県1/12、市1/12)、

　　支援金4割、保険料1割となっており、このうち市負担分1/12を後期高

　　齢者医療広域連合へ概算で納付した。(次年度精算)

(単位　　円) 

(単位　　円) 

39.4

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

国・県支出金

決　算　額
市 債 そ の 他

6,074(うち、人間ドック132)

そ の 他

958,331,052

(単位　人、％) 

60,398,127

1,941,500

93,877,850

958,331,052

85,374,604

8,719,328

対象者数 受診者数 受診率

15,419

特　　定　　財　　源

146,564,731 792,000

国・県支出金
一 般 財 源

決　算　額
市 債

958,331,052

32,020,000

3,531,000

28,489,000

961,585
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

 02項 清掃費

  01目 清掃総務費

49,433,218円

○一般廃棄物処理計画事業 円

　　循環型社会の形成に向け、ごみの減量や資源化を推進した。

　・新たな少量排出事業者制度の運用

　　　届出済　2,681事業者

　・ごみの減量や資源化の推進等に関する出前講座の実施

　　　実施回数　7回

　・ごみ減量アドバイザーとの協働によるごみ減量啓発活動

　　出前講座でのミックス古紙分別啓発活動や、スーパーマーケットでの

　　マイバッグの持参及び食品ロス削減の啓発活動などを実施した。

　・一般廃棄物処理手数料徴収等業務委託 円

　　市内小売店等17事業者(49店舗)に一般廃棄物処理手数料徴収事務及び

　　指定ごみ袋交付事務を委託した。

　・靴･革製品等拠点回収 円

　　　市内2カ所に靴･革製品等拠点回収用ボックスを増設(計6カ所)

　・ごみ減量トレンディ印刷発行 円

　　　4回発行(広報みしまと同時配布)

  02目 塵芥収集費

304,340,146円

○一般廃棄物収集運搬業務委託事業 円

　・ごみ処理状況 (単位　ｔ、％) 

(単位　　円) 

(単位　　円) 

(単位  円) 

5,322,395

衣類等の相場下落により、既存の再資源
化に伴う売払い契約(収集運搬業務含む)
の履行が困難となったことから、必需とな
る収集運搬業務について新たに実施

152,460衣類等収集運搬業務委託

257,075,060

事　業　名

28,421,272 275,241,172

4,437,489 44,995,729

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

国・県支出金 そ の 他

49,433,218

677,702

11,220,000 一般廃棄物(資源ごみ)収集容器の配付

資源古紙の収集運搬

ペット容器配付･回収
及び収集運搬業務委託

16,275,600
ペットボトル、白色トレイ･白色発泡スチ
ロールの収集運搬及び収集容器の配付

一般廃棄物収集容器配付
業務委託

決　算　額

事　業　費 事　業　概　要

一般廃棄物収集運搬
業務委託

202,224,000
一般廃棄物(燃えるごみ･資源ごみ･危険
不燃物・乾電池)の収集運搬等

資源古紙回収業務委託

国・県支出金 市 債 そ の 他

304,340,146

資源化量 資源化率

32,205.24
2,846.04

焼却灰　1,872.87
不燃残渣　973.17

3,220.48 10.00

市 債

不法投棄監視及び廃棄物
回収分別業務委託

4,345,000
不法投棄の未然防止、早期発見を図るた
めの市内巡回監視及び発見した不法投
棄物の回収･分別作業

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源

22,858,000

合　　　　　計 257,075,060

ごみ総量 埋立量

232,350

330,000

762,608
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・資源化量の内訳

資源化量

※｢カレット｣　ガラス製品をリサイクルする際に、いったん破砕した状態の｢ガラス屑｣のこと。

  03目 清掃センター管理

　　　 費

779,141,723円

○処理施設整備事業 円

 　　新規最終処分場の建設候補地において、用地測量業務、地質調査業務

  及び生活環境影響調査業務を実施し、その成果を基に、新たな最終処分

  場の配置と基本構造を決定する基本計画策定業務を併せて実施した。

  　債務負担行為設定事業については、上段[ ]全体事業費、下段 本年度事業費

○施設管理業務委託事業 円

(単位　ｔ) 

(単位　　円) 

(単位  円) 

(単位  円) 

779,141,723 16,295,000 120,944,667 641,902,056

事　業　名 事　業　費 事　業　概　要　等

ごみ焼却処理施設運転
管理業務委託

110,880,000 ごみ焼却処理施設の運転･維持管理

磁選物
(千地)

カレット

衣類等
羽毛布団

鉄 アルミ
その他
金属

95.8 11.54 996.15 441.49 152.82 379.1 137.94 97.48

3,220.48
ペット
ボトル

白色トレイ
発泡スチロール

古紙

48,892,860

事　業　名 事　業　費 事　業　概　要

新規最終処分場用地測量
業務委託

23,485,000
新たな最終処分場の基本計画策定に資
する建設候補地の測量業務
　測量面積　83,000㎡

新規最終処分場地質調査
業務委託

13,365,000
新たな最終処分場の基本計画策定に資
する建設候補地の地質調査業務
　調査箇所数　5カ所

新規最終処分場生活環境
影響調査業務委託
(R2-R3債務負担行為)

蛍光灯

施設設備等保守委託 4,907,104
大気汚染測定機器、水質測定機器、
浸出水処理施設水質計測機器　ほか

可燃性処理困難物解体
業務委託

7,128,000 可燃･不燃混在ごみ解体分別処理

リターナブル
びん

乾電池

[10,945,000]
2,945,000

新たな最終処分場が周辺地域の生活環
境に及ぼす影響を予め調査し、その結
果を踏まえた予測及び影響を分析する
業務

新規最終処分場基本計画
策定業務委託
(R2-R3債務負担行為)

[24,090,000]
9,090,000

新たな最終処分場について、その配置
及び基本構造決定のための基本計画・
基本設計を策定する業務

合　　　　　計 48,885,000

206,378,590

79.86 603.22 28.49 27.5 10.21 127.11 9.51 22.26

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

焼却灰等外部搬出
業務委託

79,205,256
最終処分場の焼却固化灰等の場外搬出
(令和2年度搬出量2,440.84ｔ)

その他施設管理委託等 4,221,030 水質検査、大気測定　ほか

合　　　　　計 206,341,390

小型家電 パソコン
靴

革製品等

木製家具
剪定枝等

※
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○施設補修事業 円

　　焼却処理施設、粗大ごみ処理施設ともに運転開始後30年以上が経過し

　ているため、定期的な点検･整備を行うとともに、それぞれ年2回(前･後

　期)に分けて補修を実施した。

○ダイオキシン対策事業 円

○一般廃棄物資源化事業 円

　・主な事業

カレット

　(無色) 円

　(茶色) 円

　(その他) 円

円

円

(単位  円) 

(単位　円) 

(単位　円) 

事　業　概　要

浸出水処理施設の処理水
及び観測井戸のダイオキ
シン類測定調査業務委託

その他修繕 13,325,534 各雨漏部等改修修繕　ほか

合　　　　　計 245,466,696

3,891,250

事　業　名 事　業　費

435,600
○処理水　年1回　1カ所
○観測井戸　年1回　4カ所

ごみ焼却処理施設ダイオ
キシン類測定調査業務委
託

3,455,650

○煙突出口排ガス(A･B系各年1回)
○環境大気(年2回、4地点(清掃セン
ター、小沢公民館、きじ公園、富士見
台公園))

合　　　　　計 3,891,250

26,137,522

433,554

245,466,696

事　業　名 事　業　費 事　業　概　要

ごみ焼却処理施設修繕 194,717,512 機械電気設備修繕(前･後期)　ほか

粗大ごみ処理施設修繕 34,314,500 定期修繕(前･後期)　ほか

浸出水処理施設 3,109,150 放流水･原水流量計修繕　ほか

事　業　名 事　業　費 事　業　概　要

資 源 化 手 数 料 926,273

71,048

159,761

224,510

ペットボトル減容機点検整備手数料

発泡スチロール減容処理機点検整備手数料

37,400

廃乾電池廃蛍光管処分
委託

4,003,409 資源化量    37.71ｔ

ペットボトル･トレイ等
中間処理業務委託

5,764,000 資源化量   107.34ｔ

ガラスびん選別作業
業務委託

3,291,200 資源化量   631.71ｔ

剪定枝資源化業務委託 2,476,815 資源化量　 441.49ｔ

使用済小型家電資源化
業務委託

8,109,618 資源化量 　127.11ｔ

合　　　　　　計 24,571,315
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費　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  04目 衛生プラント管理　 

　     費

114,919,012円

○衛生プラント整備事業 円

○衛生プラント管理運営事業 円

　・し尿収集世帯、人口の状況

全世帯 49,770 世帯

 全人口 108,788 人

※世帯･人口とも住民基本台帳(令和3年3月31日)による。

　・し尿・浄化槽汚泥処理状況　　

　・業務委託状況

○国・県支出金を伴う事業費補助金

　・浄化槽設置事業費補助金 円

　　生活雑排水等による公共用水域の水質汚濁防止対策として、合併処理

　　浄化槽設置事業を推進するため、設置費の一部を支援した。

　　　交付実績　33基

(単位　　円)

(単位　　円) 

10,572 23,549

事　業　概　要

114,919,012

0.3 0.2
し　尿

生　し　尿 138 238

浄化槽汚泥

そ の 他

21.2 21.6

清 掃 区 分
収 集 区 域 収 集 量

衛生プラント脱水汚泥の外部処理

(単位　世帯、人、ｷﾛﾘｯﾄﾙ) 

(単位　　円) 

月 平 均 排　出　量

し尿・浄化槽汚泥 10,710 ﾘｯﾄﾙ

人 口 世 帯 人 口

一 般 財 源
国・県支出金 市 債

83,206,343

(単位　世帯、人) 

事　　　業　　　名 事 業 費 事　業　概　要

施設設備等保守委託 1,183,580

消防用設備保守点検業務
委託

128,504
消防法の規定による衛生プラントの消
防用設備保守点検

自家用電気工作物保安管
理及び清掃業務委託

320,276
衛生プラントの自家用電気工作物の保
安管理

世 帯

工業計器保守点検業務委
託

203,500
電磁流量計等の工業計器の精度を確保
するための保守点検

中央監視装置点検業務委
託

531,300
し尿･浄化槽汚泥処理を監視制御する
中央監視装置の保守点検

施設管理運営委託 30,888,000 衛生プラントの運転管理及び維持管理

臭気等分析業務委託 495,000
水質･臭気の法令基準の適合有無を確
認する測定調査

汚泥搬出処分等委託 16,245,922

合　　　計 48,812,502

決　算　額
特　　定　　財　　源

6,812,669 24,900,000

事　業　名 事　業　費

三島市衛生プラント前処
理設備等機械電気設備改
築工事

26,950,000

し尿投入ポンプ1台、し尿受入槽破砕
ポンプ1台、No.2浄化槽汚泥投入ポン
プ1台、受入槽破砕ポンプ動力制御盤1
面、前処理設備操作盤機能改築一式、
液位計2組

三島市衛生プラントポン
プ室電気設備改築工事

6,270,000 ポンプ室補機動力制御盤1面

12,290,000

69,381,512

清 掃 区 分
収 集 区 分 比 率 ( ％ )

備　　　考

1人1日当たり

世 帯 人 口 年 間

23,787 12,439 1,037 1.43

33,220,000

33,220,000合計
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